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自律教育から 
特別支援教育へ 

　「特別支援教育」とは，児童生徒の自立や社会参加に向けて，一人一人の

教育的ニーズに応じて特別な教育的支援を行うことを意味しています。 

　文部科学省においては「特別支援教育」という名称が，全国的にも広く浸

透した状況を踏まえ，学校教育法を改正し，平成１９年４月１日から「特別

支援教育」と規定されることになりました。 

　長野県としても，より前進した特別支援教育への取り組みをすすめていく

立場を明確にするとともに，学校教育法と同一の名称を使用し，極力混乱を

招かないようにする方向です。 

　そこで本書においても，その周知のために従来の「自律教育」を「特別支

援教育」に変えて使用します。 

特別支援教育シリ
ーズ第１集は， 

長野県教育委員会
のホームページに

すべて掲載します
。 

・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・ 

http://www.na
gano-c.ed.jp/ke

nkyoi/



　特別支援教育をより一層推進するため，学校教育法等の一部が改正され，本年４月１日より施行さ

れます。法制度の上からも特別支援教育への転換が図られることとなります。 

 

一人の支援から始まる特別支援教育 
 

　これまでの自律教育シリーズは，特別な教育的支援を要する児童生徒についての指導内容や指導法

の工夫などをまとめた校内支援体制整備の手引書・事例集であり，ガイドラインとして各学校で広く

利用されています。 

　自律教育シリーズ第３集では，自律教育コーディネーターを中心にした校内支援体制づくりの課題

を乗りこえるために，「チーム支援」をキーワードに校内支援体制づくりの実践上の工夫などの事例

を示しました。通常の学級における児童生徒への指導や対応にも一人一人に応じた自律教育のノウハ

ウを生かした実践や，全校で取り組んでいる支援において自律学級担任の関わりや役割が事例のいた

るところに記されています。 

　これは自律教育で培われてきた一人一人への支援の在り方が，校内支援体制の中核になるというこ

とを物語っていると思われます。学校全体で取り組む特別支援教育では，これまでの自律教育の実践

を積んできた特別支援学級の存在と役割が非常に大きくなっています。 

 

特別支援学級からの発信 
 

　障害のある子もない子も一人一人が輝く学校づくりのために，各学校では校内支援体制をすすめて

います。今こそ特別支援学級の実践を発信し，中核となって学校全体で特別支援教育を推進する時代

がきています。 

　そこで特別支援教育シリーズ第1集では，各学校における特別支援学級の充実を願い，学級運営や

授業の実際などの実践事例を取り上げました。特別支援学級未設置の学校にあっても特別な教育的支

援を要する子どもたちへの支援の参考になることと思われます。 

　掲載した内容は，特別支援学級担任の不安に答える視点から学級運営や授業づくりの基礎的な課題

に寄せた事例，全校で取り組む校内支援体制の視点から保護者や原学級・外部機関との連携などのチ

ーム支援の事例をまとめています。 

　この特別支援教育シリーズ第１集をご活用いただき，特別支援学級からの発信が障害のある児童生

徒の様々な学習の場に広がり，やがては全ての子どもたちが生き生きと生活できる学校づくりに生か

されることを願っております。 

　 

　平成１９年１月 

長野県教育委員会 
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一人にひかり　みんなのかがやき 一人にひかり　みんなのかがやき 
こんな悩みに思い当たる先生方は，いませんか？ 

 

・「子どものことを誰かに相談したいけど，話せる人がいない。」 

・「一人をたてれば，一人がたたず。そんなことの繰り返しで，多様な子どもに対

　応できない。」 

・「子どもが生き生きと活動しているようにみえない。もっと，充実した学校生活

　にできないかな。」 

・「個別の指導計画ってどうすればいいの？」…… 

 

 

●「みんなで支援　みんなが笑顔」のために 
 

　自律教育シリーズで示されている「みんなで支援　みんなが笑顔」「チーム支援」を合い

言葉に，県下の小中学校では支援体制が着実に構築されつつあります。その一方で，学校現

場では「児童生徒と対面するのは，やはり担任であるそれぞれの先生方だ」ということを再

認識している状況があります。児童生徒との対面とは，「学級経営」であり，「授業」その

ものであります。校内支援体制の構築と共に，「学級経営」や「授業」の質を高めることが

当然のように求められるのです。 

　ところが，各校での特別支援教育の一翼を担うべき特別支援学級担任の先生方から，悩み

や不安の声がたくさん聞かれてくるのです。上述の　　　　　　 に書かれた悩みは，ここ数

年新たに特別支援学級の担任となった先生方が語る言葉や思いです。 

　そこで特別支援教育シリーズ第１集は，特別支援学級の先生方から聞かれる「悩み」に少

しでも応えるとともに，各校での特別支援教育への取り組みの参考にしていただければと思

います。 

 

●特別支援学級からの発信 
 

　特別支援教育シリーズ第１集では，現在特別支援学級（学校）担任の先生方の実践や悩み

を飾ることなく執筆していただきました。うまくいった事例だけでなく，悩み迷われての実

践が数多く含まれています。それぞれの事例に盛り込まれている先生方の苦労，悩み，子ど

もや保護者に寄り添った気持ちなども併せて読み取っていただければと思います。「こんな

場合には，どうすればいいの？」といったハウツーにも対応できるように編集しました。 

　しかしどの事例を参考にして活用するにしても，それぞれの学級・学校の実態に応じてア



レンジする必要が出てくることと思います。どの学校・学級でも順風満帆に進んでいるわけ

ではなく，日々，学習・実践・試行錯誤の毎日を送っているのです。「悩んでいるのは，自

分一人ではない。第１集を読んで明日への意欲がわいてきた」そんなふうに活用していただ

ければ幸いです。 

 

 

特別支援教育シリーズ第１集 
 
Ⅰ 特別支援学級はじめの一歩 
　「個別の指導計画」「生活単元学習」「環境構築（教材研究，教室環境，時間割）」

等を中心に，初めて特別支援学級を担任された先生方や担任されて間もない先生方

が悩まれている事柄に応える形で事例を作成しています。多くの学校や特別支援学

級で参考になると思います。 

 

Ⅱ チームで支援する特別支援学級 
　「チーム支援」をキーワードに，「原学級」「家庭」「校内」「医療・福祉等外

部機関」などと特別支援学級との連携の事例を載せました。また，連携の方法だけ

でなく，連携して得た情報をいかに活用したかをできるだけ具体的に記述するよう

に編集しました。すぐに学級経営や授業に参考となる支援もあります。 

 
※自律教育シリーズ第１～３集の関連ページを事例の中に明記してあります 

※近年長野県教育委員会より発刊され，各校に配本されている冊子も参考にしてください。 

○自律教育シリーズ　第１集～第３集「みんなで支援　みんなが笑顔」　Ｈ１６～Ｈ１８ 

○特殊教育教育課程学習指導手引書　「指導上配慮を要する子どもの教育課程編成のために」 

　基本方針編　一人一人の理解編　指導の実際編（３分冊）　Ｈ１４ 

 

 

●一人にひかり　みんなのかがやき 
 

　掲載されているそれぞれの実践事例にあたっていただくと，一人ひとりの子どもの実態を

把握して理解し，自立や社会参加に向けてのニーズに応じた支援を行っていることに気づか

れることでしょう。 

　特別支援教育は，特別な場で特別な教育を行うのではないことは広く認知されてきました。

特別な教育的支援を要する子どもたちを対象として学校全体で支援にあたるためには，特別

支援学級におけるアプローチのしかたや教育的支援の方法が生きてくるものと思います。 

　学級の一人の子どもに光りをあて，その子に応じた支援をすることで，やがては学級の子

どもたちが輝き，学校全体がきらめくことを期待しています。 

7
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　転勤して初めて特別支援学級の担任となったカワサキ先生。学校の中で，自分や学級が置き去りに
されているのではないかと孤立感を感じ，悩んでいます。「学級も，子どもも，自分も明るく元気に
頑張りたいけれど，どうしたらいいだろう」と思う毎日です。 

●カワサキ先生の悩み 
　学級が取り残されているような気がするんだなあ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●悩み解消へのきっかけ　＊相談できる人を徐々に増やして 
　保健室の先生が声をかけてくれました 
　カワサキ先生の表情が気になっていた保健の先生が声をかけてくれました。カワサキ先生は思い
きって悩みを打ち明けました。相談に乗ってくれた保健の先生はその後，教室に顔を出したり，学級
の子どもと遊んだりするなど，気にかけてくれています。 
　気持ちが軽くなってきたカワサキ先生は，自分から音楽の先生や事務室の先生にも話を聞いてもら
いました。今では多くの先生にいろいろな場面で協力してもらっています。 
　知り合いの先生に勧められ，指導主事派遣の依頼もしました。 
 
●悩み解消の糸口　＊学級への理解を広めるために指導主事を活用して 
　カワサキ先生は，これまでに感じていた様々な悩みを指導主事にも話し，相談に乗ってもらいまし
た。 

初めて特別支援学級を担任する先生へ 
～自らの心を開き，明るい人間関係を作ろう～ 

事例 

1

8

　指導主事は全職員への
指導の中で，カワサキ先
生の悩みをもとに，特別
支援学級の担任が抱えて
いる悩みや，時間割で配
慮してほしいこと等，全
校をあげての協力が必要
なことなど，担任からは
言いにくいことを話して
くれました。 

初めての学校でわからないこと
だらけ。だれに聞こうかな。先
生たち，みんな忙しそうで，声
をかけられない。 

カワサキ先生 

子どものことをだれかに相談し
たいけれど，だれに話したらい
いんだろう。 

このお便りいつ配ったの？また，
うちの学級だけ忘れられた。毎
回，言わないといけないのかな。 

原学級の先生にしか行事に関す
る連絡がない。当日にあせるこ
とばかり。子どもに事前指導で
きなかった。 

「カズオさん，最近不安定ね。ど
うしたの？」って言われたけど，
支援の仕方が間違っているのでし
ょうか。まだ学級の子どもとの信
頼関係が築けないのです。 

時間割はどうやって組んだらいい
ですか？子どもが揃わなくて生活
単元学習が組みにくいのですが。 



●できることを自分から始めて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●そして今…　カワサキ先生は外に目を向け、積極的に活動を始めています 

共に歩む 
　相談にのってくれる先生がそばにいることが，どれくらい安心をもたらすかしれません。思
い切ってまずは自分から周囲の先生に声をかけましょう。 
　校内には様々なニーズのある子どもたちの支援について，悩んでいる先生がいます。こうし
た先生が孤立感を持たないように，特別支援学級担任の立場からも積極的に声をかけ，一緒に
考えたり悩んだりする仲間でありたいと思います。 
　自分の学級の子どものことも，他の学級の子どものことも，共に支え合い，互いにアドバイ
スし合うことが大切です。 

特別支援学級はじめの一歩 
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どこに何があるか知っておこう 
　周りが見え始め，心の余裕もでてきました。
生活単元学習の準備を始めましたが，必要な
物が教室にはありません。「Ａ先生が知って
いる」との情報からＡ先生に教えてもらい，
準備を進めました。 
　その後は機会あるごとに校内を見て歩きま
した。「先生，ここにこんなものがあるよ」
と，子ども達。「これは授業にも使えそうだ
な…」校内の様子が分ってくるにつれ，子ど
も達との活動が楽しみになってきました。 

専門の先生に聞いてみよう 
　「どんな教材を使えば楽しく授業できるかな？」
理科の授業にあたって専科の先生に相談しました。
教わった教材を使った授業は子ども達に大好評。 
　音楽や家庭科についても専科の先生に相談しま
した。授業に広がりが生まれ，何よりも子どもた
ちが生き生きと活動に取り組んでいます。 
　畑仕事が得意な校用技師の先生は，鍬の使い方
や畝の作り方を実際にやって見せてくれました。
子どもたちも，いつも以上に熱心に教えてもらっ
ていました。 

学級の様子を積極的に発信しよう 
　学年会や休み時間。周りの先生方に学級や学
級の子どもたちのことをできるだけたくさん話
しました。今，課題となっていることや成長の
様子を伝え，協力をお願いしたり，アドバイス
をもらったりしました。 
　学級便りを全員の先生に配布しました。「カ
ズオさん，たし算ができるようになったのです
ね」「この活動はこんな工夫ができそうだね」
と，お便りを読んだ先生が子どもの成長をほめ
てくれたり，アドバイスをくれたりしました。 
　学校のあちこちで，学級の子どもたちに声を
かけてくれる先生が増えてきました。 

積極的に研修会に参加し，先生方に報
告します。 
教室を空けるのは難しい？いえ，大丈夫。
教頭先生や教務主任の先生，原学級の
先生が学級に入ったり一緒にできる活
動を用意したりして協力してくれます。 

子どもたちの大好きなお
化け屋敷ができた。原学
級の子どもたちを呼んで
みよう。 
隣の学校の特別支援学級
の友達も呼んでみよう。 

自分から声をかけていこう 
　行事前には，係や原学級の担任にこちらから
声をかけ，活動の流れや具体的な動きを確認し，
準備を進めました。学年や学校全体がかかわる
行事では，学級の子ども一人一人の動きを気に
する必要があります。事前にそれぞれの子ども
の動きを考えておくことが重要です。 
　各学年・学級のお便
り配布にも気を配り，
自分で取りに行きまし
た。口頭でお願いする
だけでなく印刷室に貼
り紙もしました。 

先生方へ 
　お便り，配布物等は，特
別支援学級にも忘れずに
配っていただきますよう，お
願いします。 
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　特別支援学級が校内において存在感のある学級でありたいと願っています。児童生徒一人一人の個
性を生かしながら，学級づくりを進めたいのですが，原学級との行き来もあり，学級としてのまとまっ
た活動時間が確保できないこともあります。 
　特別支援学級の活動が理解されているのかなと，不安になることもあります。校内での存在感を高
めるにはどうしたらいいのでしょう。 

元気はつらつ楽しい学級 
～特別支援学級からの発信を～ 

事例 

2
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子どもがいる時間がバラバラで，ま
とまって活動できにくい状況です。 
原学級の先生方は子どもたちを大事
に考え，原学級で過ごす時間をきち
んと確保してくれているからこそ，
なんですけど…。 

トモノリさんは絵が得意だよ。
絵日記だと毎日ちゃんと書いて
来るんだよね。 

そう言えば，ヒロキさんは最
近デジタルカメラが好きだよ
ね。飼育小屋のウサギの写真
とかたくさん撮ってたなあ。 

教室が他教室から離れ，取り残され
た感じがしています。 
学級の子どもたちは気にかけてもら
えているのか不安です。 
担任自身の元気がなくなってしまっ
ている感じがします。 

●ナルサワ先生の悩み 
 
 
 
 
 
 
 
● 原学級の学年会に参加して 

　行事をきっかけに，学年会に参加し，これ
までに感じていたことを相談しました。話し
合う中で，原学級の担任にも悩みや迷いがあ
ることがわかりました。 
　「原学級の中でも，特別支援学級の子どもを
大切にしたいんだ。この子たちの良さをもっと
みんなに知ってもらいたいけど，それがうま
くいかないんだよ」「特別支援学級の活動を

もっと広く知らせて，他の子どもたちとのかかわりを深めていくことが，お互いが伸びることにつな
がっていくはずですよね」と他の先生も言ってくれました。 
　話し合う中で，大切なのは，特別支援学級の活動を全校に向けて「発信」していくことだと互いの
考えが一致しました。その後，活動の具体案をみんなで考え合いました。 
 
●一人一人の得意なことを生かし、特別支援学級の活動をアピールしよう 
活動の決めだし 
　学級活動の発信。それが当面の目標
です。どのような活動ができるでしょ
うか。 
　子ども一人一人の得意なことを組み
合わせながら，すぐに取りかかれそう
なこと，繰り返し取り組んでいけそう
なことはないでしょうか？ 
　得意なことを出し合う中で，「学級
壁新聞作り」のアイディアが浮かんで
きました。 



共に歩む 
　自分の学級の子どもたちが注目されていないと思ってしまうと，特別支援学級担任の元気は
無くなりがちです。そこから抜け出すには，地道な「発信」を継続していくことが近道のよう
です。 
　最初から全部お膳立てをして，いきなり主役に据えようと考えるのではなく，小さな発信を
日常的に行っていくことで，特別支援学級への注目が増し，校内での存在感が高まっていきま
す。 
　特別支援学級が生き生きしてくると，生徒や先生が集まり，自然に次の活動へのヒントが生
まれてきます。 

特別支援学級はじめの一歩 
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自分だけで考えているときは「こんなことやりたいな。でも，できるかな？みんな協力
してくれるかな？」と心配が先にたっていましたが，他の先生方と相談をはじめると，
その中から楽しいアイディアがいろいろ出てきて，自分自身がとっても楽しくなってき
ました。学級に遊びにくる子どもも増え，新しい交流の芽もでてきたように感じます。 

まとまった活動時間が確保できなくても，一人一人の得意なことを積み上げていけば，
いろんなことができるんですね。ほかの学級の先生方からも関心をもってもらえて，声
をかけていただくことが増えました。 

活動の構成 
　絵が好きなトモノリさんの絵日記やイラストと，ヒロキさんが活動の中で撮っている写真を一枚の
模造紙にまとめて「今月のニュース」として壁新聞にすれば，学級の学習活動にもなるし，学級の様
子を知ってもらうこともできます。 
活動を進める中で 
　学習の中心には得意な活動，興味を持っている活
動が据えられ，子どもたちはじっくり活動に取り組
みます。ナルサワ先生もゆとりをもって，支援に取
り組むことができました。 
　学習の積み重ねは目に見えるものとして次第に変
化し，「壁新聞」となっていく喜びがありました。 
　新聞の内容も少しずつ豊かになりました。 
　壁新聞を毎回読んでいた他の学級の子どもが「こ
れも載せて」と，４コママンガを持ってきました。
自然な交流も生まれ，活動が発展していきます。 
　特別支援学級の子どもたちだけでなく，学校のみんなが楽しみにしてくれるようになりました。 
　交流の発展から連携の発展へ 
　壁新聞作りをきっかけに，担任同士の情報交換が盛んになりました。それに伴い，図工の授業に原
学級と一緒に取り組み，そこで作った作品の販売会をしたり，合同で調理実習・食事会をしたりと，
交流活動も活発に行われるようになりました。 
　音楽会では，原学級への参加だけではなく，特別支援学級単独の発表もできました。音楽指導に自
信のなかったナルサワ先生でしたが，楽器の得意な先生たちがバックバンドをやって盛り上げてくれ
たのです。 
 
●元気が出てきたぞ。楽しくなってきたぞ 
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　保護者の要望にも応じながら国語や算数など教科学習への個別対応を心掛けていますが，それだけ
では，子どもたちの学校生活が，生き生きしたものになっていないと感じています。「めあて意識の
もてるまとまりのある生活にしたい」「活気がある充実した毎日にしたい」「生活単元学習に取り組
みたいが，どんな活動に取り組んだらいいのだろう…」と悩んでいます。 

●イシカワ先生の悩み 
 
 
 
 
●子どもの興味関心を探り、生活単元学習を仕組んでみよう 
きっかけ：日頃の活動の中から， 
 
 
探る： 
 
 
 
 
試す： 
 
 
 
 
 
 
単元の成立： 
 
 
 
 
 
 
●単元展開の概要 

子どもが生き生きと生活する毎日を願って 
～生活単元学習を中核とした生活づくり～ 

事例 
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　４月。春探しをかねて何度か散歩に出掛けました。散歩から戻った子どもたちはいつも「おなかがすいた」「お
やつを食べたい」と言っていました。 

　散歩から早めに戻ったある日，イシカワ先生は，畑のニラで「ニラせんべい」を作って
出しました。子どもたちは大喜び。口々に「また，食べたい」と言います。「じゃあ，作っ
てみる？」というイシカワ先生の問いに，子どもたちは「うん，作る」「作る」と声を上
げました。 

　早速子どもたちと作りました。役割分担するか，それとも一人一人が作るのがよいか。それぞれにどんな支
援が必要か。どんなねらい設定ができそうかなどを試します。　　　　 
　支援を工夫しながら自分の物を自分で作る方法がよさそうでした。 
　いい匂いに誘われて立ち寄った友だちが「おいしいね」「またちょうだい」と言って部屋から出ていく様子を，
子どもたちがうれしそうに見送ります。そして「もっといっぱい，お友だちにあげたい」と口にするようにな
りました。 

　参観に来た保護者から「お店やさんができれば楽しそうね」と聞いた子どもたちは，「ニラせんべい屋さん
やろう」「看板も作ろう」「お客さんがいっぱい来るといいなあ」と，期待をふくらませていきました。子ど
もたちなりに活動を発展させていくこともできそうです。 
　「ニラせんべいを作って，お友だちに喜んでもらいたい」という願いのもとで，単元『ニラせんべいやさん』
を開始しました。子どもたちは張り切って，お店の準備やニラせんべい作りに取り掛かりました。 

○店の飾り付けやポスターなどの準備 
○クラス毎２時間目休みに特別支援学級に来て食
　べてもらう 
　・友だち全員に引換券を渡す 
　・一日１クラス（全クラス対象） 
　・材料代として学級費より３００円をいただく。 

○希望する方を対象に１枚１０円で販売 
　・学校長の許可を得る 
　・家庭にお便りを配付 
　（販売の周知と協力を依頼） 
○特別支援学級へのメッセージカードを記入して
　もらう 

○ 今のままの学習でいいのかなあ。 
○ 子どもたちは，喜びのある生活を送れているのかな。 
○もっと，活気が出るような，生き生きとした学習ができたらなあ。 



●子どもたちの教育課題と単元のねらい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【メッセージカードより】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●生活単元学習を実施してよかったこと 
　子どもたちが生き生きと生活できます 

共に歩む 
　子どもたちの生き生きとした毎日を実現していくために生活単元学習は有効です。 
　子どもたちの興味関心を出発点とし，子どもの思いに沿って活動を構成しながら，一人一人
について個別の指導計画に照らし合わせて学習のねらいを定め，学習を進めていきます。 
　その中では，周囲の理解や協力も得られ，より楽しい学校生活が実現されていきます。 

特別支援学級はじめの一歩 
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特別支援教育についての理解が広がります 

○　「ニラせんべい，いっぱいつくるよ」「きょうも，
がんばろうね」などと，子どもたちはめあてをも
って登校してくるようになりました。ニラせんべ
いやさんを中核とした生活に張り切って取り組む
ことができました。 
○　特別支援学級の子どもに声を掛けたり遊びに来
たりする子どもが増えました。また，お便りや掲
示物を通して特別支援学級の様子が保護者に伝わり，
その理解にもつながっています。 

○　実際の学習を数回に渡り参観していただきながら，
個別の指導計画と関連づけてこの学習でのねらい
を保護者に説明しました。その中で，支援方法や
育ちを共通理解することができました。 
　　また，「ニラせんべいやさん」で得た収入の計
算や，お店準備で文字を書いたり作文を書いたり
するなど，教科の学習と関連させながら，学習を
深めることができました。 

教育課題（抜粋） 単元のねらい 主な支援 

トモキ 

ナオキ 

マサオ 

　二語文程度のやりとりを増
やしながら，人と一緒に活動
したり，コミュニケーション
をとったりすることができる。 

　二語文程度のやりとりをし
ながら，ニラせんべいをお客
さんに出したり，お店の準備
をしたりすることができる。 

・お店の準備中に，ニラせんべ
いにかかわる質問をする 

・「せんべい，どうぞ」とお客
さんに声を掛けるよう促す。 

　安定した気持ちで，人とか
かわったり，活動に取り組ん
だりすることができる。 

　友だちと協力してお店の準備や，
メッセージカードの飾り付けに取り
組むことができる。 

・作業分担を明確にする。 
・出来映えにかかわり，よいと
ころを具体的に称賛する。 

　体や心の調子を整えながら，
出来るだけ休まずに登校し，
元気に活動することができる。 

　ニラを切る，小麦粉と混ぜ
る，焼くなどの一連の活動に
主体的に取り組むことができ
る。 

・演示しながら説明する。 
・様子を見守り，自信を持って
できるようになったところか
ら支援を少しずつ減らす。 

外はパリパリ，中はモチモチで
すごくおいしかったです。また，
食べに来ます。 

こころをこめてつくってくれて
うれしかったよ。また，くるか
ら，あそぼうね。 
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　テープ方式の中学校の時間割。曜日ごとに固定された週時間割ではありません。特別支援学級の生
徒たちは原学級の時間割によってまちまちに出入りをしています。そんな状況であっても，生徒たち
が学校生活を楽しみにでき，生きる力を育める生活単元学習を行いたいと願っています。そのために，
どんな工夫ができるのでしょうか。 

●生徒が見通しを持って活動に取り組めるようにしたいけれど… 
　学級全員が集まれるのは週２時間程度。見通しをもった生活単元学習の活動が難しくなります。 
　どんな工夫ができそうかを考えながら学習を進めていきました。 
 
○週学習計画ではどんな工夫ができるかな 
 （単元「おいしいクッキーをたくさん作って大勢の先生に食べてもらおう」４・５月の例） 
　まず，単元にかかわる活動を洗い出し，生徒と相談しながら活動の割り振りをしました。 
　中心的な活動となるクッキー作りは全員が集まる時間に行うこととし，２人の時間の活動（クッキ
ー販売や片付け，先生の写真への説明書きなど），１人の時間の活動（片付けや会計，チラシ作りな
ど）と，割り振り，個に応じてクッキー作りに関係した活動をまとめて単元化しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○単元にかかわる活動と展開の概要 

見通しをもって活動に取り組む生活単元学習の工夫 
～生徒たちがめあて意識をもち，まとまりのある生活になることを願って～ 

事例 
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月 日 曜 

5 22 月 

5 23 火 

5 24 水 

1校時 

テープ番号 19 

美術 
教科学習 
技・家 

20 

音楽 
理科 
社会 

21 

理科 
選択 
選択 

22 

社会 
クッキー会計 
美術 

学 

学級活動 
学級活動 
学級活動 

23 

教科学習 
保健体育 
保健体育 

24 

 
クッキー作り 

 

25 

保健体育 
技術家庭 
片付け 

26 

音楽 
技術･家庭科 
教科学習 

27 

校内の先生に 
クッキー販売 
理科 

28 

AETの先生に 
クッキー販売 
音楽 

29 

社会 
理科 
道徳 

行 

 
移動音楽教室 

行事 

 
移動音楽教室 

30 

理科 
社会 
教科学習 

2校時 3校時 4校時 5校時 6校時 

テープ番号 

テープ番号 

原学級の学習 特別支援学級での教科学習 生活単元学習 

1年 マコト君 
2年 サトシ君 
2年 オサム君 

1年 マコト君 
2年 サトシ君 
2年 オサム君 

1年 マコト君 
2年 サトシ君 
2年 オサム君 

期間 

醸
成
期
間 

ク
ッ
キ
ー
作
り
・
販
売 

ま
と
め 

クッキー作り （２３時間） その他の活動 （１０～１２時間） 

1クルミクッキーの試し作り （３時間） 
　・ クルミ割りをしよう 
　・ クルミクッキー作り 
　・ 試食会（事務室や交流学級の先生と） 

2単元開始 
○第一部　クルミクッキー作り （８時間） 
・ クルミ割り，クルミクッキー作り（全過程を一人で） 
・ 袋作り，販売練習，販売，先生の写真撮影 
・ 製作活動の反省　・会計 
○第二部　クルミクッキーとチョコレートクッキー作り （１２時間） 
・ 二種類から選んで作る（ペアを作って） 
・ 袋作り，販売練習，販売，会計 

1特別支援学級３人で楽しく頑張ろう （２時間） 
　・ 自己紹介文の作成，自己紹介 
　・ 昨年度の活動の振り返りと今年度活動計画 
 

2先生方へ販売のためのチラシをつくろ（１時間） 
　・ パソコンによるチラシづくり 
3先生の写真一覧を作ろう （４時間） 
　・写真の準備 
　・名前，教科などの説明書き，貼り付け 
4AETの先生にクッキーを販売しよう （２時間） 
　・AETの先生に販売 

5校外学習でまとめをしよう（２時間＋１日） 
　・計画，買い出し，当日の活動，まとめ 
6出納簿を付けよう （１時間） 

３人の時はみんなでクッキ

ー作りをしたり販売をした

りしよう。 

１人の時はクッキー作

りに関係した活動がで

きるね。 

２人の時はクッキー作り

の片付けをしたり，販売

をしたりしよう。 



○教室環境ではどんな工夫ができるかな 
生活単元学習の授業がない日にも，単元を意識できるように， 
教室壁面への掲示を中心に，写真のような工夫しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○意欲が持続する単元展開の工夫・主体的な活動になるための支援方法の工夫 
 
 
 
 
 
●見通しをもった年間計画を作成しよう 
季節の生活や学校祭，参観日などの学校行事と関連付けるなど，生徒たちの生活から生まれる願いを
くみ取り，実現できるように，生活単元学習の計画を生徒と共に作っていきます。独自の行事（目標）
を持つことで，更に見通しをもった活動になると思います。 
 
 

共に歩む 
　この実践を通して,「人数的・時間的な制約があっても，活動や教室環境を工夫することで生
活単元学習が成立し，意欲的な生活を送ることができる」ということを実感しました。この期
間，生徒たちはクッキー作りや販売を楽しみに意欲的な生活を送り，その中で一人でもできる
ことが広がり，新入生の友だちも自然な形で学級に位置付いていきました。 
　本年度は３人の生徒であり，時間の調整をあまりせずに生活単元学習の活動を進めることが
できました。来年は２人増えて５人になります。学校の先生方の理解を得ながら，次年度のテ
ープ（時間割）作成には特別支援学級担任も参加し，学級全員がそろう時間を確保できるよう
にしていきたいと思います。 

特別支援学級はじめの一歩 
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黒
板
に
は
週
学
習
計
画

や
ク
ッ
キ
ー
作
り
の
目

標
を
掲
げ
ま
し
た
。 

・ 一人一人が自分の力でたくさんできるよう，レシピや道具など支援方法を考えよう。 
・ 先生も一員，一緒にクッキーを作ろう。共に活動しながらさりげない支援を心がけよう。 
・ 違う種類のクッキーも取り入れて，選択したり活動の幅を広げたりできるようにしよう。 
・ 友だちとかかわりが広がるよう，グルーピングを工夫しよう。 
・ 楽しい校外学習をみんなで計画しよう。 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

１０月 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

３月 

おいしいクッキーをたくさん作って大勢の 

先生に食べてもらおう 

畑でサツマイモやカボチャを育てよう 

学校祭で縁台とクッキーを販売しよう 

 

★学校祭（９月２２～２３日） 

 

 

 

パンジーの花を育てよう 

畑でとれたもので，お菓子を作って先生や 

お母さん方に食べてもらおう 

パンジーとプランターカバーの販売会を開こう 

 

★特別支援学級販売会（３月中旬） 

頑
張
っ
て
ク
ッ
キ
ー
作
り
や
販
売

し
て
い
る
姿
を
写
真
に
撮
り
　
お

た
よ
り
に
載
せ
た
り
　
大
き
く
プ

リ
ン
ト
し
て
は
っ
た
り
し
ま
し
た
。 

， 

， 

学校全員の先生の
写真と紹介の文を
貼りました。 
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　多様な子どもたちが在籍している特別支援学級。それぞれの個性を大事にしながら,集団として生活単元学
習を進めたいと思いますが，ねらいが一部の児童に偏ったりみんなで楽しむことが難しかったりすることがありま
す。また,活動を通して子どもたちがそれぞれどのように育ったのかという疑問も残りがちです。 

　さわやかな気候になり，屋外での活動をメインにしたいと考えていたところでした。休み時間に教室のハンドロ
ーラーで遊び始めた５人の子どもたち。思うままに一人で動くことを楽しんでいる子，友だちと二人で追いかけ遊
びをしている子。しばらくして,引き出したビニールテープに沿って走り,電車に見立てた遊びを始める子もいました。
社会見学で電車に乗ったことを思い出したのでしょうか。畑作業ではどの子も一輪車の扱いに慣れてきていまし
たので，一輪車を電車に見立てて電車ごっこを楽しもうと考えました。 

単元名　「電車ごっこをしよう」 
単元のねらい：電車ででかけた経験を生かし，一輪車を電車に見立て,お客さんになって一輪車にのせてもらっ

て楽しむ・運転手さんになって好きなコースを通る・駅員さんや駅弁屋さんとのやりとりを楽しむこ
とができる。 

１時間の流れ：コース作り（ライン引きでコースをかく）→一輪車を電車に見立てた電車ごっこ→駅弁屋さん 

一人一人が育つ生活単元学習 
～明確なねらいのもとに子どもの姿を記録して～ 

事例 

5

●どの子も楽しめる活動を 

●単元のねらいと個々の子どものねらい（一部抜粋） 

①友だちの一輪車に乗せてもらったり，自分で一輪車を自
由に押したりして楽しむことができる。 
②友だちを真似ながら「ください」「どうぞ」等のやりとりを
楽しむことができる。 

③求められた枚数（３枚以下）の模擬紙幣を数えて出す
ことができる。 

¡楽しさが感じられるように,教師が一輪車に乗せてコー
スを回る。 

¡やりとりの場面では,初めは教師が一緒に「ください」
等の言葉を言う。 

¡アキさんに要求する模擬紙幣枚数は3枚以下にするよ
う,友だちに依頼しておく。 

①電車のコース作りや切符の販売機作りなどで,自分な
りの工夫を楽しむことができる。 
②乗せることができる友だちを一輪車に乗せたり自ら友
だちに乗せてもらったりして楽しむ。 
③切符にある行き先を読み上げて,間違えずに目的地
に行くことができる。 
④友だちとのやりとりで,「おいくらですか」「○円になりま
す」等はっきり言うことができる。 

¡自分から工夫することを見守る。販売機などの製作
用に,箱等の材料を用意する。 

¡乗ることの楽しさが体感できるように,教師が一輪車
に乗せてコースを回る。 

¡切符の行き先等には読みがなをふり,事前に,読みの
練習する。 

アキさん（２年） キヨシさん（４年） 

単
元
の
ね
ら
い 

手
だ
て 

模倣はよくできる。簡単な二語文で気持ちを伝えることが
できる。動きはゆっくりだが，遊具等で遊ぶことは好きである。 

¡身の回りで必要な言葉を覚え,自分の言いたいことが
伝えられる。 

¡いろいろな遊具で遊んだり,山の中の探検を楽しんだり
して,身体を充分動かす。 

とてもおだやかで,みんなに好かれている。 
教師には，やりたいことや嫌な気持ちを言うことができる。
簡単な加減・乗法の計算ができる。 

¡一人で買い物やバスの利用（乗り換えなし）ができる。 
¡やりたいとき,困ったときなど自分の気持ちを友だちに
も言える。 

実
　
態 

教
育
課
題 

個別の指導計画（抜粋）から 
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共に歩む 
　子どもたちの遊びや生活の中に生活単元学習のヒントがあります。一人一人の興味関心をつなげ,
みんなで楽しめる単元設定ができると,子どもたちの満足度もアップします。 
　単元のねらいは,教育課題や単元のテーマを踏まえながら設定しましょう。その際,教科の力も考慮
します。個に応じて教科学習との関連を図りながら,生活の中で生かされることがのぞまれます。 
　単元が終了したときに,「また、やりたいね」と子どもが満足できる活動になったか,また個々のねら
いが達成できたか,子どもの姿の記録をもとに評価しましょう。 

●どんな力がついたのだろう（単元のねらいを踏まえた評価） 

①友だちを見て，一輪車を押すことやライン引き
で線路をかくことがわかり，自分の思いを友だ
ちや教師に伝えて楽しむことができた。 

②友だちに教えてもらいながら,教師と一緒に「く
ださい」「はいよ」等と繰り返す中で,場面に合
う簡単なやりとりができるようになった。 
③１対１対応しながら,２枚まで模擬紙幣を数えて
渡すことができた。 

①生活経験を生かし,乗り換え駅の設置や自動販売機作りなど,
活動を楽しくしていく工夫ができた。 

③読みがなを頼りに切符の駅名や用事等をゆっくり読んだ。 
④小さめの声だったが切符の売買や駅員さんとお客さんとのや
りとりを楽しむことができた。 
◎何百何十円は正確に出せた。自分でおつりを計算したり,難しい
ものは友だちに教えてもらって渡したりすることができた。 
→今後の学習に電卓の活用を取り入れていきたい。 

アキさん キヨシさん 

育
ち
の
姿 

●活動の実際と評価 

友だちの様子を見て,校庭
に出る。友だちが一輪車で
の遊びを始めても,ライン引き
を,楽しんでいる。教師の誘
いで一輪車に乗る。笑顔を
見せたり喜びの声をあげた
りする。 

電車ごっこ 
だよ 
コース作り 
 
一輪車で 
電車ごっこ 

財布を作ろう 
電車ごっこ 

駅弁（先に作っ
ておいたたこ
やき）を買おう 

遊具は、 
遊園地 

お客さんは 
チャボ 

お客さんは 
おかあさん 
１年生２年生 

アキさんの活動の姿 活動内容 キヨシさんの活動の姿 

第
1
時
 

第
2
時
 

第
3
時
 

第
4
時
 

第
6
7
8
時
 

第
5
時
 

駅の看板等が
あれば、更に楽
しめただろう 

空き箱で自動販売機を作り始
める。自由に２本のラインを引く。
（タクヤさんが横のラインを入れ,
線路らしくする。タクヤさんと交
代で,一輪車に乗ったり（お客）乗せたり（運転手）
して楽しむ。財布がなくて,不便なことに気付く。 
→あした作ろう 

経験すると、
新しい活動
にも入れそう
だ 

授業時間になると,
すぐにタクヤさんと財布作りを始め,できあがるとす
ぐに校庭に飛び出す。乗り換
えのために一輪車を１台用
意していた。社会見学で乗り
換えたことを思い出したようだ。 

電車ごっこを楽しみ終わった頃,教師の「えき
べーん」の声が。「お金,２つください」と言わ
れ１０円を２枚支払う。 

「２５０円です」と言われ,「２５０円ないなあ。・・・そう
だ,５００円でおつりをもらおう」と言って５００円を出し,
おつりをもらう。 

駅員のお友だちに,「タイヤとびだよ」等と言われ,
友だちの真似をして遊びながら電車ごっこを
楽しむ。 

切符に書かれた用事（登り棒をのぼってこよう等）
を見て,楽しみを増やすことができた。 

休み時間に遊んでいたチャボを,そのまま連れ
てくる。チャボをお客さんにして楽しむ。 

アキさんがチャボをお客さんにしているのを見て,
チャボをお客さんにする。 

時間になると,すぐにチャボを抱いてくる。おか
あさんや1・2年生にやり方を教えてあげようと
していた。 

チャボとおかあさんを一緒に一輪車に乗せてあげ
たり,乗せてもらい,蛇行運転をしてもらって,楽しん
だりした。1・2年生には,行きたい駅を聞きながら,
一輪車に乗せてあげていた。 

作り方をエミさんに教えても
らいながら自分で作る。「切
符を買うんだよ」とユウタさんに言われ,友だち
に教えてもらいながら買う。 

昨年度の活
動を思い出し
たようだ 

同じ活動の繰り返し
により,自分から活動
する姿が増えている 

友だちとの
かかわりが
多く見られた 

活動を広げるきっかけを
作ってくれた 

レストラン、買い物学習
の積み重ねが生きた 
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　個別の指導計画を作成するのですが，教師から家庭への一方的な提案になってしまっているのでは？ と不安
になります。「これでいいです」と保護者から返事をもらっているのですが，遠慮しているように感じます。 
　保護者,原学級担任,特別支援学級担任の三者で互いに本音でその子らしさや課題を語り合いながら，個別
の指導計画の作成を進めるにはどうしたらよいのでしょうか。 

保護者と共に作成する個別の指導計画 
～その子らしさ・よさを保護者と共有して～ 

事例 

6

●気楽な気持ちで学校に来てもらうために…　《保護者の気持ちに寄り添って》　 

こんなことに心がけよう 

○職員全員が自分から明るくあいさつを！ 
○連絡ノートや電話などで毎日の様子（よさ，新
たな発見，驚き等）などこまめに連絡を!　　 

○参観日には,見所を事前に知らせて! 
　（見所には,伸びてきているところや課題としてい
るところを盛り込んで） 

話し合いの役割分担は？ 

進　行：特別支援学級担任 
記　録：原学級担任 

話し合いで留意することは？　 

　どの内容もできるだけ学校側から話題提供しましょう。 
　子どものよいところを取り上げると,保護者も話しやすく
なってきます。 

Ｔ１「モトキさんは友だちに対してやさしいですね。」 
Ｔ２「３組（原学級）ではこんなことがあったんです。ナオさんが 
ばけつの水捨てに行くとき，ばけつを一緒に持ってあげてい
たんです。」 

母親「モトキは，三人兄弟の中で一番気がつくし，一番手伝いを 
してくれるんです。本当にやさしい子だと私も思っています。」 

Ｔ１「モトキさんの思いやりの気持ち，やさしさは宝ですよね。」 
母親「そう言っていただいて,何かとてもうれしいです。」 

●話し合いをスムーズに進めるために…　《事前打ち合わせをしておこう》 

●保護者･原学級担任・特別支援学級担任による話し合いの例 

何を話したらいいのかなあ…。 

いつも迷惑をかけていて
申し訳ないなあ…。 

学校は何となく敷居が高いなあ…。 

〈こんなやりとりをしました〉 

話し合いの内容は？ 

どんな順に話を進めようかな？ 

①最近のモトキさんの様子 
②モトキさんらしさって？ 
③伸びてきていると感じていること 
④学習に対する保護者の期待 
⑤これからの課題，願い 
⑥今後の具体的な支援の方向 
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共に歩む 
　保護者が子どものことを語る時に,少しでも不安よりも期待や喜びが大きくなって欲しいと私たち
は願っています。そこで,教師が作成した個別の指導計画を保護者に提示するスタイルから，保護者と
原学級担任,特別支援学級担任が共に語り合い，共に作成していく個別の指導計画にするために日ご
ろから気軽に学校に来てもらえるような環境づくりを心がけました。また,その子らしさや伸びてきて
いるところを支援に生かしていくことが必要です。 

●話し合いの内容を共有するために…　《結果をまとめて知らせよう》 

　話し合いを進めながら，原学級担任が，大きめの画用紙に話題になった
要点をまとめていきました。保護者には，要旨をまとめていくことについてあら
かじめ許可をもらい，書く内容を確認しながら書き込みました。話し合われて
いたことが，そのまま書き込まれていくので，保護者はモトキさんの伸びてきて
いるところ・課題・今後の学習などについて一つ一つ確認していくことがで
きました。 

「原学級担任が要点をまとめて」 

○お手伝いを兄弟で一番しています 
　→母親への思い，おもいやりの気持ち   
○先生との連絡帳に関心が出てきました 
　→文字を積極的に読もうとする 
○センター（特別支援学級）の様子を話します 
　→言葉で伝える 
○とにかくおしゃべりが好きです 
　→人に伝えようとする気持ち　　 

○ありがとう！ごめんね！！が言えます 
　→物事の判断，友への思い（相手意識） 
○自ら学習を始めます 
　→やることの理解，友との競い合い 
○パソコンに関心があります 
　→文字，インターネットへの関心 
○「センター（特別支援学級）へ行く時間だよ。」
と告げる 
　→時間に正確 

伸びてきているところ（保護者） 伸びてきているところ（学校） 

○思いやりの気持ちがありやさしい 
○自分の過ちを素直に認められる 
○いろいろなことに前向き 
○人なつこい 

モトキさんらしさ（共通理解したこと） 

○思いやり，やさしい気持ちを大切にして友だちとかかわりをもって生活してほしい。 
○文章をより読め，書けるようになってほしい。　○計算がよりできるようになってほしい。 
○簡単な計測（長さ・重さの計測，計量）ができるようになってほしい。 

教育課題につながる保護者・担任の願い 

○原学級の友だちとの学習　→友だちとのかかわりが確実にもてる小グループでの学習を基本とする。 
○文字・文章にかかわる学習  →パソコンを利用し,日記，作文の作成（ひらがな入力，音読）をする 

短期の学習内容と支援（抜粋） 

※いずれも抜粋 



Ⅰ 

特
別
支
援
学
級
は
じ
め
の
一
歩 

20

　個別の指導計画を作り,それに基づいて指導を進めているタカハシ先生ですが,今の生活づくりが,中学進学
を控えたトモオさんの将来にどう結びついていくのか不安に感じています。将来の可能性を少しでも広げていく
ために,今の生活づくりを充実させ,見通しをもちたいと願っています。 

¡友だちと遊ぶより一人遊びの方が好きだった。文字や数に興味はなかった。 
¡家の人に言わずに一人で外に行ってしまうこともあった。 
¡素直で,友だちや保育士さんを困らせる事はほとんどなかった。 

将来への願いの実現に向け，今を考えよう 
～個別の指導計画の活用と将来を意識した生活づくり～ 

事例 

7

●トモオさんの成長の足跡をたどろう 

○個別の指導計画から,成長の様子を見返す（一部抜粋） 

○就学前の様子を知る　 

学
習
の
積
み
重
ね
の
中
で
、
友
だ
ち
と
の
か
か
わ
り
が
広
が
り
、
着

学
習
の
積
み
重
ね
の
中
で
、
友
だ
ち
と
の
か
か
わ
り
が
広
が
り
、
着
実
に
成
長

実
に
成
長 

学
習
の
積
み
重
ね
の
中
で
、
友
だ
ち
と
の
か
か
わ
り
が
広
が
り
、
着
実
に
成
長 

¡１０までの数唱ができる。 
¡文字に興味はもっている。 
¡先生や友だちの名前を覚えにくい。 
¡カズオさんと仲がよい。 

¡音楽を聴くことや歌うことが好き。 
¡話を素直に聞き,誘った活動に取り組むこ
とができる。　 

¡数字の歌のパネルシアターを作って楽し
みながら，１０までの数字を覚える。 

¡学級の友だちや担任の名前を覚え,書き
方（ひらがな）も覚える。 

¡カズオさんと一緒に活動し，あそび・買い
物・調理活動・野菜作りなど経験の幅を
広げる。 

¡１けたの加減計算はできる。 
¡ひらがなの読み書きはできる。 
¡調理の材料の中から買いたい物を１つ
決めて，一人で買い物ができる 

¡毎日，チャボの世話ができる。 
¡同学年のシズオさんとのかかわりも多く
なってきた。 

¡草取りなど作業に根気よく取り組む。 

¡１年生の漢字学習をする。 
¡読み聞かせをしたり，簡単な絵本を読ん
だりして，お話を楽しむ。 

¡調理活動，先生対象のレストラン等の活
動を通して，必要なものを買ったり，正確に
お金を受け取ったりする。 

¡箱や板を使って,好きな車を根気よく作る。 

¡簡単な四則計算ができる。 
¡２年生程度の漢字の読み書きができ興
味をもって簡単な読み物が読める。 

¡一人で買い物に行ける。 
¡仲のよい友だちと一緒に，ルールのある遊
びが楽しめる。 

¡嫌なことは「いや」と言える。 

¡おつりの計算や量や長さの測定等,生活
の中で必要な学習について,算数や生活
単元学習の中で学習する。 

¡単元により原学級の体育の学習に参加し,
ゲーム性のある競技を友だちと一緒に楽
しむ。 

日常生活の姿 指 導 内 容 

一
　
年
　
生 

就
　
学
　
前 
三
　
年
　
生 

五
　
年
　
生 

※教育相談の結果などの資料も検討し,まとめておきましょう。 
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もっと自分のこと
がしっかり言える
ように，自信をもっ
てほしいです。 

共に歩む 
　個別の指導計画を見直し,子どもの成長を振り返る機会を設ける中で,できるようになったこと
や頑張れるようになったことが確認できるようになると,将来に対する大きな励みになります。 
　将来に向けての願いを踏まえ,個別の指導計画に基づいて,ねらいや支援を明確にした生活づ
くりを積み重ねていくことにより今の生活が充実していきます。そして,将来についても,子ど
もの育ちを実感しながら,見通しをもって話し合うことができるようになるでしょう。 

●将来に向けた願いを語り合おう 

●情報を収集しよう 

●中学進学に向けて,今の生活づくりを大切にしましょう（個別の指導計画の見直し） 

○今もっている力を更に伸ばそう 
¡国語：２年生の漢字の読み書き習得 
　算数：４年生の学習終了 
　　　（本人の希望・実態から） 
¡やりたいこと,やりたくないことを学級の友だち
や先生に言葉で伝えるようになる。 

 
○中学進学に向けて更につけたい力 
¡何事にも根気よく取り組めるので,丁寧にでき
るようになる。 

¡机とロッカーの整とんが一人でできるようになる。 

¡個別学習の時間を教科学習中心に設定。 
¡身に付いてきたことを生かした生活単元学習に
取り入れる（レストランやお店の活動）。 

生活の中に,気持ちを聞く・要求を受け入れることで
言える機会を作る。 

○中学校参観 
¡特別支援学級 
¡通常の学級 
○特別支援学校 
　中学部を中心に 

○障害者の方々が働く施設や作業 

　所，事業所（企業）等 

¡見学し，施設長さんや社長さんのお
話等を聞く 

※特別支援学級担任者会等での見学の機会
　が活用できます。 

○利用できる福祉サービス 

¡「障害者自律支援のしおり」県発行 
¡県社会部障害福祉課ホームペー　
ジ等を参照 

※保護者がよく知っていることもあります。 

はみ出さずに書ける大きさのマス目の原稿用紙を用
意する。制作活動や作業では補助具を用意し,丁
寧にできたときは称賛をする。 

＜願い・教育課題（抜粋）＞ ＜指導場面・具体的指導内容（抜粋）＞ 

自立活動の時間を確保。整とんの方法は返却場所
を明示し,スモールステップで教えていく。 

学校参観 施設等参観 制度等を知る 

ぼくは車が好きだ
から車の仕事が
したいなあ。中学
校ではどんな勉
強をするのかな。 

お母さん トモオさん タカハシ先生 

将来のことを具体的
に考えるために中学
校や作業所・グルー
プホーム等の見学に

行きましょう。 
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可能性の芽 1学期　担任の願いと支援の方向 （番号は教育課題に対応.） 
願 い  支援の方向 

教育課題 

　４月に特別支援学級１年生として入級してきたサトシさん。これからの中学校生活に,本人も保護者の方も不
安な様子でした。 
　担任のタケイ先生は,サトシさんのためにどのような学校生活をつくっていったらよいか考えました。サトシさ
んは調理活動が好きで,友だちと一緒に楽しく活動したいと願っていました。 

　個別の指導計画は，サトシさんの学校生活づくりを進めるための重要なツールです。家庭訪問や参観日の機
会等も利用し,保護者とサトシさんの状況を相談して，計画を修正しながら取り組みます。 

【人とのかかわり】大勢の友だちと一緒
に活動し励まされると，本人なりに努力す
る姿がみられるだろう。 
【作業的な活動】大好きな食べ物作りでは、
見通しをもって繰り返し行ったり，スモール
ステップに配慮して行ったりすることで， 自
分で出来ることが広がっていくだろう。 
【知識理解】人と話すことが好きである。
数学（算数）では式の意味の理解は難し
いが，整数の筆算は得意である。 

１．自ら日課を確認し,一日の学習に見通し
をもって取り組むことができる。 

２．できそうなことに自ら挑戦し,「できた」と
いう成就感を持ち,新たなことにも興味
関心を広げる。 

３．学級や同学年の友だちと活動する中で,
会話を楽しむことができる。 

１．生活単元学習の
活動を張り合いに
見通しをもって生
活を送ってほしい。 

２．調理活動や作業
的な活動を意欲
的に行う中で，自
分でできることを
広げてほしい。 

２．生活に根ざした学
習や小学校の復
習で，基礎的な力
をつけてほしい。 

２．自分のできそうな
ことに前向きに取
り組んでほしい。 
３．友だちと協力しな
がら，活動を楽しん
でほしい。 

１．生活単元学習の時間を，まとまりをもって
確保したり，週日課を黒板に書いて分か
りやすくしたりして，見通しをもって取り組
めるようにする。 

２．調理活動を中心にお金の計算や手紙を
書く活動など，関連した様々な活動も位
置づけて単元化するとともに，できること
に配慮した工夫をして，もっとやってみよう
とする意欲を培う。 

２．先生の名前や教科名を漢字で書くなど，
生活で必要な学習を進める。 

２．得意な会話や具体的な活動を手がかりに，
基礎的な理解力がつくようにする。 

２．授業の中で活躍できるように操作的な学
習をとり入れるなど，原学級や教科担任
と連絡を取り合って，適切な支援ができる
ようにする。 
３．教科学習でも，グループ活動でかかわっ
て学習する場面を設定してもらう。 

「個別の指導計画」を生かした中学校での生活づくり 
～保護者と共に計画,評価を重ねながら～ 

事例 

8

●個別の指導計画の作成を通して，保護者と共に中学校生活を考えます 

●個別の指導計画をもとに，サトシさんの生活づくりを行いました 

¡時期や生徒の希望でテーマを決め，１～２ヶ月間活動する。中
心となる活動は主体的な活動になるよう支援し，教科的な活動
など多様な活動も関連させて単元化する。 

¡漢字プリント，算数ワーク（「もうちょっと頑張ると１００点とれそうだ」
と意欲がもてる内容，宿題でも毎日やる。） 

¡原学級での学習から（理科，社会の予習や復習を行う） 

¡社会，理科，音楽，美術，技家，
保体，行事など 

¡一緒に活動できることを主
な目的とし，できる範囲で教
科のねらいに応じて学習
する。 

中学1年次の個別の指導計画より 

　まずサトシさんが見通しをもって生き生きと学校生活を送ることができるように生活
単元学習を大切に考えました。時間数を確保し，好きな活動をもとにいろいろな活動を
経験できるように配慮しました。また本人や保護者の希望で，できるだけ原学級の友
だちと一緒に活動できるようにしました。 

特別支援学級での学習内容 

生活単元学習 

教科学習 

原学級での学習内容 

教
科
・
領
域
等 

合
わ
せ
た
指
導
及
び
教
科
領
域
別
指
導
等 

特
別
支
援
学
級
で
の
学
習 

原
学
級
で
の
学
習 

生
活
単
元
学
習･

生
活 

教
科
学
習 

タケイ先生 
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中学の国語や数
学の勉強がない
ので心配です。 

共に歩む 
　多様なニーズをもつ特別支援学級の子どもの生活を充実するために，「個別の指導計画」を作成し，
「生活づくり」を行うことが大切です。サトシさんは，そのような生活づくりを行う中で，意欲的に生活
しながらできることを広げ，苦手な学習もチャレンジすることができるようになりました。個別の指導
計画を生かすためには，保護者との連携がポイントになってきます。日々の連絡の取り合いも大切です
が，個別の指導計画を「通知票」に位置づけ，家庭訪問，懇談会，連絡帳などで話し合いを重ねながら，
願いや支援の内容を共通理解していくようにしましょう。 

●計画（Plan）→活動（Do）→評価（See）を繰り返し行って,より適切に生活を整えていきます 

¡学期ごとの願いにもとづいて単元の願いや学習内容を設定し，支援方法を工夫しました。 
¡生徒のよいところや支援の内容が書いてある個別の指導計画の“日常生活の姿”や“可能性の芽”には，学
習や活動に意欲的に取り組むための支援のヒントがあるので参考にしました。 

●学期末に，学習の様子から評価を行い，個別の指導計画を見返して通知票に掲載しました 

¡通知票に個別の指導計画（各学期）を添付し，懇談会で保
護者に見ていただき，その学期の生徒の様子について話を
しました。また次の学期や次年度の願いや支援の方向を一
緒に考えました。 

¡原学級で学習している教科などは，教科担任にできたこと，
頑張ったことをコメントしてもらって通知票に載せました。 

１学期の様子・今後の方向（番号は教育課題に対応） 

サトシさんは，生活単元学習の中で実際
の場面を通して，国語や数学的な学習を
することで，生活に生きて働く力になって
います。２学期は，特別支援学級の中で
も教科の時間を充実させて行こうと思っ
ています。 

サトシさんの 1学期 個別の指導計画の評価（通知票）より 

１．自分から週日課や明日の予定を確認しながら調理活動などを楽しみに生活をすることができました。部活や原学級
での学習に自分から向かうようになってきました。中学校生活に馴染んできたようですね。 
2．調理活動は全過程を一人でおこなようにしました。クッキー作り（３０個）やクレープ作り（１２個）では，秤を使ったりクレ
ープを薄く焼いたりと一人でできることが増えました。電卓を使って会計も行いましたが，注意深く正確に入力できま
した。更にいろいろな活動に意欲的に挑戦していくことを期待しています。 

2．学習プリントでは，“８０点程度とれる内容”を意欲をもってできました。数量的なとらえは難しいので，お金などを使っ
て具体的に学習してきました。「“合わせて”と言う時には足すんだよ。」など言葉で覚えるようにすると混乱せずに
学習できるようになってきました。計算ドリルなどは意欲的にできました。 

3．行事の遠足やキャンプなどクラスの一員として係活動をしたり楽しんだりできました。大縄跳びは友だちの励ましで
跳べるようになりました。人間関係は，学習やその他の活動を通して，小学校時代の仲間から広がり始めています。 

特
別
支
援
学
級
で
の
学
習 

原
学
級 

の
学
習 

生
活
単
元
学
習･

生
活 

教
科
学
習 

　保護者と話し合って個別の指導計
画を作るので，通知票に掲載することは
大切なことです。その際，保護者の気持
ちに寄り添い，内容や表記の仕方に注
意する必要があります。 

タケイ先生 サトシさんのお母さん 
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　じっとしていることが苦手で,自分の思いを言葉で伝えようとすることが少ないマサオさんに対して,ハラ先生
は効果的な学習が仕組めず悩んでいます。子どもたちの願いや課題に合った学習をしたいと考えていますが,
具体的にどんな学習を考えていったらよいのでしょうか。 

　マサオさんにはお気に入りの絵本がありました。それは，絵本についている鍵盤にドは赤,
レは青・・・というように,色別のシールがはられていて,楽譜の方も鍵盤と対応して,ドは赤，レ
は青と，色で区別して表されているものです。休み時間には，棚からこの絵本を取り出してき
て一人で弾いていることがよくありました。そんなマサオさんの姿を見て，ハラ先生は，ふと「マ
サオさんは，音楽が好きなんだよな。この絵本のように色や記号で区別したら，もっと他の曲
や楽器でも楽しんで集中して取り組むことができるのではないだろうか。」と考えました。 

¡テンポが速すぎず,和音があまり変わらない曲の
方が,ハモった響きを感じることができ易いだろう。 

¡和音の種類が多くなると難しくなってしまうので，３
種類だけの和音で合奏ができるように，音楽の先
生に和音を付け替えてもらおう。 

　音楽の先生にも相談にのってもらいながら，特別支援学級のみんなで一緒に楽しむことのできそうな合奏の仕
方を考えてみました。 

子どもの願いや課題に合わせた教材の工夫 
～音楽での学習を通して～ 

事例 

9

●マサオさんの実態と教育課題 

●どんな学習内容だったら，マサオさんが集中して取り組むことができるんだろう。 

●和音を色別に示して，合奏をしてみよう。 

 

選曲について→アレンジでの工夫 

¡ハンドベルは，金属の部分にだけさわらないように
すれば，どのように持っても簡単に，美しい音を出
すことができます。 

¡音の出し始めがそろわなくても，和音の種類さえ 
間違わなければ，メロディーとは必ず合うので 容
易に和音の響きを楽しむことができそうです。 

楽器選びについて→ハンドベルを使うことのよさ 

音楽での学習で、マサオさんが集中できそうなことを考えてみよう。 

　じっとしていることが苦手で，授業
中もすぐに席を立ち，独り言を言い
ながら教室の中をぐるぐる回ってい
ることが多いマサオさん。担任のハ
ラ先生に，好きなキャラクターの名前
を言って話しかけてくることはあって
も，自分の気持ちを伝える言葉を,な
かなか話してくれません。 

マサオさんの実態 ¡集中して取り組める活動や時間を増やす。 
¡自分の気持ちを身振りや言葉で相手に
伝えるようになる。 

　活動に夢中になれる状態にならないと,不
安になりやすいのかな。マサオさんが,夢中
になれる活動はないだろうか。 
　自分の気持ちを伝えたくなるような,切実
感がもてる活動が必要なんだろうなあ。 

マサオさん 

ハラ先生 

教育課題（抜粋） 

 こぎつね 
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共に歩む 
　子どもの願いや課題に合った学習内容を決め出すことは大変なことで，日々悩むことが多いもので
す。１つの題材を取り上げるたびに，子どもの姿を見つめ直し，子どもの願いや課題に合わせて試行錯
誤し，教材を工夫することで，具体的な支援の方向が少しずつ見えてくることもあります。ここでは，音
楽での学習からアプローチしたものを紹介しました。自分の目の前にいる子どもの実態，興味関心を
洗い出し，その子にあった支援を積み重ねながら，「できた」→「気持ちよかった」→「うれしい」という
達成感や成就感を，教師自身も子どもと共に感じながら授業づくりを進めていくことの大切さを感じ
ました。 

●どうしてマサオさんは,この活動で変わったのかな。 

¡和音を色別に示して，3本のうちのどのハンドベルを鳴らせばよいか分かりやすく示せたことがよかったのだろう。 
¡間違えないでできるとメロディーとうまく合って，そのハモった響きがきっと心地よかったのだろう。 
¡集中して取り組み,達成感がもてたからうれしいという気持ちを伝えたくなったのだろう。 

●自分の気持ちを伝えようとする姿が少しずつ増えていったマサオさん～絵日記，日常生活への広がり～ 

じっとしていることが苦手なマサオさんでしたが，この曲のハンドベルの練習では，まるで別人のようでした。
繰り返し練習する中で，その場を離れず，前に立って指し棒で音を示すハラ先生の方をじっと見つめる姿
が見られました。そして，最後まで間違えずに3色のハンドベルを鳴らすことができた時，前で音を示してい
たハラ先生のところへ「ひゃ・く・て・ん」と言いながら，ハイタッチをしに来たのです。これは，マサオさんなり
の喜びを表す言葉でした。 

マサオさんは，間違えず
にできてとてもうれしそう
でした。それからハンド
ベルを一本ずつ増やし，
最終的には，三本のハン
ドベルを曲の中で鳴らし
分けることができるように
なりました。 

～メロディーは,音楽の先生に 
　　　　  ピアノで弾いてもらいました～ 

マサオさん 

　ハンドベルでの合奏で，思わず，「ひゃ・く・て・ん」と言いながらハラ先生の
ところへハイタッチをしに来たマサオさん。帰りの会の前に，先生と一緒に
毎日書いている日記で，「うれしかった」という言葉をハラ先生がノートに書
くと，～そうなんだよ～というように，うん，うんとうなずくのでした。こんなやり
とりを繰り返していた数ヶ月後のある日，学級でボウリングをしていて，マサ
オさんがストライクを出しました。思わず「う・れ・し・い」と言いながら，ハラ先
生のところへハイタッチをしに来たのでした。達成感がもてる活動を仕組ん
だことで，コミュニケーションの面でも成長を見ることができました。 
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　言葉でのコミュニケーションが難しい子どもが,自分の気持ちを理解してもらえずにパニックに陥ったり,悲しい
思いをしたりすることがあります。特別支援学級担任のユカ先生もテツヤさんのそんな姿を見て悩んでいました。 
　なんとか自分の意思を表現できるようにしてあげたいと考えていたユカ先生は,以前参加した研修会で「有効
だ」と聞いた写真や絵カードを使って視覚的な支援を行ってみました。どのようなやり方がいいのか自信がもて
なかったので,思い切って特別支援学級担任者会の先生方に相談してみました。 

その子に合った視覚的な支援のヒント 
～子どもの意図をくみ取ることを大切にしながら～ 

事例 

10

●ユカ先生の悩み 

　特別支援学級担任者会で,実際に絵カードや写真などを使った視覚的な支援によって効果をあげているアオ
ヤマ先生に相談してみることにしました。 
　ユカ先生は,これまで実践したことを次のように整理しました。 

日課の確認には,それなりに役立っています。これまでは,毎日のパターンと違う活動が入ったこと
を言葉で伝えても,うまく理解できないようでしたが,絵カードで示すことで日課が変わったことが
分かりやすくなったみたいです。でも,活動を促すときに絵カードを使いたいと思ってもうまくいきま
せん。単に絵カードを示しただけでは指示が伝わらないようですし,活動を嫌がっているように感
じるときに,彼の気持ちを示していると思われる絵カードを指さして気持を教えてほしいのですが,
使ってくれません。 

●特別支援学級担任者会での相談 

ユカ先生 テツヤさん 

○デジタルカメラで校内の写真を撮ったり,授業の内容を描いた絵カードを用意したりして,日課に合わせて黒板
にはり,毎朝確認をする。 
○新しい学習内容の時は,手順や道具の使い方などを図と写真で順序立てて示すようにする。 
○動作や気持ちを表す絵カードを用意して,何かしたい時やこちらがしてほしい時は,その絵カードを指差して
示すようにする。 

ユカ先生 

テツヤさんは発語がほとんどなく,意味の
ある言葉のやりとりはできません。時 オ々
ウム返しはあるのだけれど・・・。 

子どもが視覚的に理解できるような手だ
てが有効だと聞いたので,日課や授業の
内容を絵カードや写真で示すようにした
けれど・・・。でも,テツヤさんのためになっ
ているのかどうかよく分かりません・・・。 

イライラやパニックの原因は私の支援の
仕方がよくないからかな・・・。 
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共に歩む 
　視覚的な手だてが有効と言っても,その具体的な導入手順は意外に難しいものです。実際はその
子の障害の特性によって千差万別で,写真や絵カードを使えばいいというものではありません。 
　担任者会の先生方のアドバイスにより,「絵カードを使うことありき」ではなく,「好きな活動」や「言
いたいこと」がある場面で,タイミングよく視覚的な支援を導入していくことがコツだと気づいたユカ
先生は,自信をもってテツヤさんの支援に取り組むことができました。 
　その子に合った視覚的な支援を探り,子どもにとって必要感のあるコミュニケーションの手段にな
るようにしていきましょう。 

●具体的なヒント 

テツヤさんが好きなことって何かな？個別の指導計画を見直
してみるといいよ。好きなこと,得意なことをまとめてあるはずだ
から,それを大切にしましょう。 

アオヤマ先生 

嫌な場面ばかりで,絵カードを使っていると,絵カード自体を嫌いになってしまうかもしれないね。
買い物や調理など,テツヤさんが得意であったり好きであったりする場面でまず使うことが,テツ
ヤさんが主体的に活用しようとするきっかけになると思うよ。 

アオヤマ先生 

　テツヤさんの好きなことは,調理や工作です。そういった場面で絵カードや写
真をコミュニケーションの手段として活用することが,テツヤさん自身が活用して
いこうとするきっかけになるのではないかというアドバイスです。 

　例えば「○○を持ってきて」と指示を出す時に,言葉と一緒に絵カードを提示するというのは分かりやすい支
援方法です。しかしそれが指示のためだけの手段になってしまっていることがあります。ともすると「○○しま
しょう」「○○してはいけません」という言葉のかわりにカードや写真を指差すだけの使い方になってしまいやす
いのです。 

　大切なのは「理解」や「表出」のために使うことです。テツヤさんが困っていることは,きっと自分が「好きなこと」
「やりたいこと」がうまく通じないからではないでしょうか。そうであれば,視覚的な支援も,彼の立場に立ってやり
たいことが伝わるために使うことがポイントとなるはずです。 

¡ブックやボードはいつでも使える様に,常に身近に準備しておきましょう。 
¡絵柄を統一して見やすくしたり,使う頻度の高い語いが目立つように色を変えたりするなどの工夫をしましょう。 
¡ブックやボードは子どもの変化や状況に合わせて語いを増やしていくことも大切です。でも,ごちゃごちゃしてき
たら,作り直すことも大事ですね。パソコン,カラープリンターを上手に活用しましょう。 
 
実物を見せてもらい参考にしながら,ユカ先生は自信をもって取り組み始めました。 

更に、具体的な説明をしてもらいました。 

　今は既成のシンボルセットがたくさんあるので,参考にして絵カード
も自作できますよ。 
　スケジュール確認はもちろんだけれど「○○したい」という意思表
示がしやすいように,よく使う語いをまとめてカテゴリー毎にページを区
別したブックやボードを準備すると使いやすいかもしれませんよ。 

次ページのコラム参照 



　例えば自閉的な傾向のある子どもたちで，実用的な話し言葉
をもたない子がいます。そういった子どもたちには，話し言葉
に代わるコミュニケーション手段を用意したいですね。話し言
葉の理解は苦手でも，見て理解することは得意だという特徴が
あります。ある程度話し言葉を理解できる子でも，見て理解す
る方が分かりやすい場合が多いようです。苦手な話し言葉のみ
でなく，得意な見て理解する方法を積極的に用いていく方が，
全体としてコミュニケーションの力は伸びていきます。 
　話し言葉のような音声情報は，時にあいまいで，また抽象
的で，その場で消えてしまうものです。しかし，絵カードや
写真といった視覚的な手だては具体的で，その場に残ります。
抽象的なことやあいまいなことが苦手な自閉症の子どもにとって，
絵カードや写真の方が確かな情報であり理解しやすいのです。 

　視覚的な手だてを使ったコミュニケーション支援の方法には，実物，写真，具体的な絵，
シンボル，文字などがあります。これを使えば必ず子どもに有効といった定石はありません。
それぞれの子どもに合った，使いやすい物を選びましょう。まずは使ってみることです。場
面や状況に応じて使い分けてみたり，一緒に使ってみたりして，うまくいかないところは修
正しながら進めます。その手だてが有効かどうかは，子どもが教えてくれるはずです。 

視覚的な手だてとコミュニケーション 
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視覚的な手だてとは何でしょう？  

なぜ視覚的な手だてを使うのでしょう？ 

視覚的な手だてを使ったコミュニケーション支援の方法は？ 

　学校の中を見回すと，視覚的な手だてを使った支援方法の工夫がたくさん見られます。特別
支援学級では，A君の学習セットとB君の学習セットを区別するために，それぞれに好きなキャ

ラクターのシールがはってありませんか？ また，おそろいの上
履きで，自分の靴が分かりにくいからと，おうちの方がワンポ
イントのマークをつけてあげているかもしれません。 
　これらの身近で簡単な工夫も，視覚的な
手だてなのです。絵だけではありませ
ん。理解やコミュニケーションを助
けるものであれば，身振りや手振り，
文字さえも視覚的な手だてなのです。 
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シンボル一つとっても様々なものがありますが，代表的なものを３つ紹介します。 

PIC

PCS

PICOTシンボル 

◆PCS（ピクチャー コミュニケーション シンボル）はとりわけポピュラーなものの一つです。
米国ではPCSを用いたコミュニケーション機器，ソフトウェア，解説書やビデ

オなどが多数開発されており，日本向けにも販売されています。 

◆PIC（Pictogram Ideogram Communication＝ピック）はカナダで開発され，その国の
文化に合わせてデザインを変えた各国版が開発されています。「日本版PIC」も
存在し，カード，シール，ソフトウェアなど様々な商品が発売されていて，入

手も容易です。経済産業省の「JIS絵記号」もこれを参考にしています。 

　「どのシンボルが定番なの？ 学校だけでなく社会に出てからも，どこでも使えるスタンダードな
ものは何？」という問い掛けがあります。残念ながら「これを覚えれば大丈夫」というものはありま
せん。その子の知覚の特性が様々なのですから「世の中の定番」ではなく「その子にとって分かりや
すいもの」を取り入れていくことが大切なのではないでしょうか。 

　タツヤさんは放課後の言葉の学習で，パソコンに表示したシンボルを見ながら担
任やボランティアの先生と話をします。彼は五十音を中心にしたコミュニケーショ
ンボードも併用していますが，よく使う単語は，シンボルのほうが，一文字ずつ指
差していくより，早く正確に意味伝達が行えるので，両方を併用しているのです。 

実際にどのように使えるのでしょう？ 

　マモルさんは一つの活動から次の活動への移行がスムーズにいかない生徒さんで
す。担任の先生は毎朝，彼のために作った専用スケジュールボードを確認します。
この特徴は，その週の予定全部が見渡せるようになってい
ることです。「昨日はマラソンの後，すぐに着替えて作
業に行けたね。今日も同じようにまずマラソンをして…」

というように確認していくことにより，自己評価や意欲付けも同時に行えて
います。苦手だった教室移動も少しずつ早くなってきています。 
　視覚的な手だてをうまく活用して子どもたちのコミュニケーションの幅を広げていきたいですね。 
 

I want book help

eat

more si neinOK

sleep

◆PICOTシンボル（Pictorial Communication Tool＝ピコット）は，スペシャルオリン
ピックス世界大会・長野大会の公式コミュニケーションブックに採用されたこ
とで広まりました。信州大学教育学部，同工学部，上
田養護学校が共同で開発した長野県発のコミュニケー
ションシンボルです。電子データとして活用できる形
で無償で公開されていますし，約600語のシンボルを
収録したコミュニケーションブックとしても出版され
ているので，導入しやすいことも特徴です。 
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子どもの主体性を重視した「総合的な学習の時間」の工夫 
～「つける力の明確化」と「学習展開の工夫」～ 

　中学校の特別支援学級担任のサトウ先生は「総合的な学習の時間」が単なる畑や花壇づくりで終わっ
てしまうと悩んでいます。「体験的な学習を取り入れながら生徒が自ら学び自ら考える力を育ててい
く時間にしたい」と願ったサトウ先生は，生徒につける力を明確にし，それに照らしながら授業を進
めてみました。また，生徒が具体的に課題をイメージできるような学習テーマの設定や学習展開の工
夫を考えました。 

●単なる花作りで終わってしまった「総合的な学習の時間」 

●生徒の“可能性の芽”を生かし、総合的な学習の時間でつける力を明確にする 

サトウ先生の「総合的な学習の時間」への願い 
・特別支援学級で管理している畑や花壇を生かしたい 

・生徒が花や野菜づくりに興味関心がある 

・体験的な学習を取り入れたい 

・黙 と々作業に打ち込んだ 

・花や野菜が作れるようになった 

・楽しく作業をしていた 

生徒にとって自ら学び自ら考える力が育つ「総合的な学習の時間」だったのか？ 
「総合的な学習の時間」で生徒につける力を明確にしなければ・・・ 

タカシさん(中３)の「可能性の芽」 

「総合的な学習の時間」でタカシさんに「つける力」 

・興味をもったことには自分から積極的に取組もうとする。 

・認められるとよい方向に努力しようとする。 

・体験を通すとイメージが膨らみ自分からアイディアを出す。 

調べたいことを決め出す 

必要な情報を集められる 

仲間と一緒に協力する 

自分の考えをまとめて発表する 

情障学級タカシさん(中３) 
自閉傾向 

評価の観点 

課題設定力 

情報収集力 

コミュニケ－
ションする力 

発信する力 

つける力 「バーチャル海外旅行」の学習における具体的なつける力 

・行ってみたい国を決めて，旅行するとしたらどんなことを調べたいか見つ
けられる。  

・本やインターネットを使うことができる。 
・野菜の作り方や料理について調べられる。  

・友だちと野菜を育てたり調理実習をしたりする。 
・交流している養護学校のカオルさんの気持ちを考えることができる。  

・文化祭で自分の活動をまとめたり発表したりする。 
・発信を通して頑張った満足感を味わう。 

■学習テーマ「バーチャル海外旅行」とは？ 
　自分が行ってみたい国を決め，その国に旅行したつもりで調査活動や体験的な学習を行います。 



共に歩む 
　特別支援学級の「総合的な学習の時間」は，調べ学習や体験的な活動だけで終わってしまい，生徒にどのよう
な力がついたのかあいまいになってしまうことがあります。サトウ先生は，あらかじめ，「総合的な学習の時間」でつ
ける力を具体的な子どもの姿で設定し，授業ではその姿と照らしながら支援をしました。その結果，生徒は自ら課
題を見つけ，学習内容を広げていく学びを見せました。生徒の主体性を重視した学習を展開することはもちろん
ですが，つける力を明確にし，生徒が自分の学びの高まりを感じられるような「総合的な学習の時間」を目指した
いものです。 

特別支援学級はじめの一歩 
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●「バーチャル海外旅行」の実際（タカシさん(中３)の学びを中心に） 

子どもの主体性を重視した展開 タカシさん（中3）の活動と思い 指導と評価の工夫 

学習テーマ「バーチャル海外旅行」 

・行ってみたい国はどこ？　 

どうして？ 

・その国に旅行するとしたらどん

なことを調べたい？ 

どうやって調べたらいい？ 

・その国の代表的な料理をつくっ

てみんなで試食しよう。 

①課題を設定し，学習の見通しをもつ。 

・使う野菜を畑で育てよう。いろ

いろな野菜の育て方を調べよう。 

・畑でとれた野菜を使っての調

理実習。技・家の実習が活用

できる場面。カオルさんと仲良

くつくろう。 

・試食し合い感想を交換しよう。 

②追究時間を十分確保する。 

・今までの学習を写真や絵でま

とめよう。 

・活動の様子をパワーポイントを

使って文化祭で発表しよう。 

③ついた力を振り返る。 

・「ぼくの憧れの国はハワイだ」とすぐに決めて，
ハワイの気候，有名な観光地，ハワイの食べ物
等をはりきって調べ始める。 

・Ｎ旅行会社に電話をしてパンフレットをもらい
に行く。インター
ネットや本を使って
ハワイについて調
べる。 
 
 
・ハワイの代表的な料理のグァバハンバーガー
を作るため，材料に使うレタスを畑で作りたい
という願いをもつ。「レタスの苗を買うお金を
自分たちで作れないかな？」とアイディアを出

し，育てている花の苗を
保護者に売る販売活動
を行う。 

 
 
・苗を購入し，水やり，草取り，支
柱立て,仲間と協力し合い，夏
休み中も苗の世話を続ける。 
・いよいよ収穫を迎える。自分
たちで育てた新鮮なレタスを
使っての調理実習は交流している養護学校
のカオルさんを招待して行う。(全２回実施) 
 
 
・文化祭に向け，学習したことを熱心にまとめる。
ステージ発表では心配しながらも全校の前
で発表できる。『ステージ
で発表できた。今までがん
ばってきてよかった。(感想)』 
 

あらかじめ総合的な学習の

時間でつける力を具体的な

子どもの姿で設定する。授

業ではその姿と照らしながら

支援をする。 

生徒が興味関心をもち，具

体的な学習方法がイメージ

できるテーマを設定する。 

追究場面では体験的な学

習を中心に追究時間を十

分に確保し生徒の発想を

大切にする。 

学習したことを振り返り，つ

いた力を自覚する場面を設

定する。 
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　学校生活になじみにくい子どもが，各学校にはいるものです。原因は多岐にわたり簡単に解決でき
るものではありません。ユウコさんもそんな子どもの一人です。最近、学校を休みがちになってきま
した。元気もありません。そこで，ユウコさんをよく知る人たちを集めて支援チームを結成し，学校
生活の様子や教室環境について話し合って，解決策を探ってみました。 

教室環境の工夫 
～子どもの悩みに寄り添うことを通して～　 

事例 
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　【テーマ】 ユウコさんが感じているストレスは，何によるのか。また，その解決法は何か？ 

○ミエさんが散らかしたものを一人で片付け
ようとしている。 

○ミエさんの言動をとても気にしている。 
○ミエさんの言動を聞くと，正さずにはいら
れないようだ。でも，直せるわけではなく，
それがストレスになっているのではないか。 

●ミエさんも交えて，教室でどうしたら二人が
気持ちよく過ごせるか話し合い，二人の活動
スペースを分けたらどうか。 
●教室内にそれぞれのスペースをつくり，そこ
に入らないようルールを決めたらどうか。 

【支援チームの構成】 

・特別支援教育コーディネーター　 

・情緒障害学級担任 

・知的障害特別支援学級担任 

・情緒障害学級の教科担任 

・原学級担任 

ユウコさんの様子 解決策1

○「休憩してもいいよ」と言っても教室の中
で所在無げにしている。そうしていると，
結局ミエさんの世話を焼き，けんかになっ
てしまう。 

○「休憩してもいいよ」の声がけだけでは，
ユウコさんは休むことができないようだ。 

●休憩のときにすること（ユウコさんが好きなこと）を
決めておいて，教室でできるように準備したらどうか。
パズルやビーズのブローチ作りができそうだ。 

●生真面目なユウコさんには，休憩する時間や場
所をきちんと決めておいた方がよさそうだ。 

ユウコさんの様子 解決策2

ユウコさん 

●ユウコさんの悩みを聞く 

● 支援チームを結成し，解決策を探る 

　情緒障害特別支援学級（以下情緒障害学級）に在籍するユウコさんは，最近，学校を休みがちになってきました。
このところ，元気もありません。ユウコさんが悩んでいることを聞いてみました。 

　同じ学級のミエさんがいつも騒いでいてうるさい。注意しても聞かないし，

掃除もあまりやらない。そういうことが気になっちゃう。 

　学校にいると，すごく疲れるから，朝，学校に行く気がしない。 

　勉強はしたいけど，行きたくない。 



共に歩む 
　様々な要因で学校生活になじめなくなる子どもがいます。そうした場合，その子の悩みに寄
り添い，その子について複数の目で検討して，学校生活を整えていくことが重要です。 
　子どもの実態によっては，本事例のように教室内のスペースを分けたり，別室を利用したり
すると思いますが，教師の目が届きにくくなるので，それを補う手だてを工夫して取り組みま
しょう。また，かかわる子どもの納得や了解を得て進めることが不可欠です。 

特別支援学級はじめの一歩 

33

　教室環境を工夫したことによって，ユウコさんは徐 に々休むことが少なくなってきました。　 
　しかし，家庭から「登校するとぐったり疲れて帰宅します。」と連絡がありました。用
意されたプリントをすべてやろうと頑張りすぎていたようです。 
　提示する課題の量を調整するとともに，右のようなカードを用意しました。教師とと
もに相談しながら学習や休憩の時間を決めてカードに記入し，それにしたがって取り
組むようにしました。 

エミさんのスペース 

ユウコさんのスペース 

ロッカー 

オルガン 

ソ
フ
ァ
ー 

本
だ
な 

本
だ
な 

P
C
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　話し合った解決策に基づいて，ユウコさん，ミエさんと共に教室の模様替えを提案しました。 

　ユウコさん，この教室環境なら落ち着いて勉強できそ
うかな。ミエさんの場所はミエさんに片付けてもらうから，
自分の場所でしっかり勉強しようね。休み時間や勉強
が終わったときは，好きなことをして休んでいいんだよ。
家から，休憩の時間にやるものを持ってきてもいいですよ。 

　教室の半分が私の場所なんだね。自分の部屋が
できたみたい。自分の場所で遊ぶようにするよ。 

　ここなら落ち着いて生活できそう。ミエ
さんの声がしてもあんまり気にならない。ミ
エさんも，私の場所には入ってこないよ。 
　今度，家からジグソーパズルや好きな
塗り絵の本を持ってきてもいいですか？で
も，教室で休憩するのってなんだか悪いこ
とをしているみたいで…，いいのかなあ。
気になります。塗り絵やパズルをミエさん
に見られるのもいやだなあ。 
　 
 

　持ち物を見られるのが気になるようなら，
ユウコさんの本棚にカーテンをつけて，置い
てある物が見えないようにしましょう。 

ユウコさん 

情緒障害学級担任 

ミエさん 

給
食
机

給
食
机 

給
食
机 

●教室のレイアウトを変更 

・二人で一緒に活動するときのために
共有のスペースを設けます。 

・給食や製作活動のときに使用します。
パソコンも共用です。 

・移動黒板を使って，授業や日課を提
示します。 

・時計を読み取るのが苦手なユウコさ
んのために，授業の開始と終了の時
刻を示した時計の図を日課表につけ
ます。　 

・スペースを分けるために，カーテンを
つけます。 
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　初めて特別支援学級の担当になったり，新たな学校に赴任したりしたときに，すでに設定されてい
た時間割に苦労することがあります。例えば，一つの教科を複数の教科担任が担当する，授業が細切
れに配置されているなど，生徒にとっては授業の見通しがもちにくくなりがちです。 
　転勤したばかりのオオヤマ先生とナカムラ先生も，時間割を改善したいと悩んでいます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

そして， 

授業がスタートしてみると・・・ 

 
 
 
 
 
 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　検討した結果を校長先生，教頭先生に伝えるとともに，時間割係，特別支援学級担任，特別支援教
育コーディネーターで改善案を検討して，職員会に提案しました。持ち時間数が増える先生もいまし
たが，特別支援学級の生徒たちが落ち着いて学習できる状況に整えるために，すべての先生方が理解
してくれました。後期の時間割のスタートに合わせて変更しました。 

時間割の改善〔中学校〕 
～生徒の力を伸ばす時間割づくり～ 

事例 
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１ 校内の先生に相談し教科担任者会を開きました。 

特別支援学級で抱えていた問題 
・固定式の時間割だと生活単元学習の計画が立
てやすいと思うが，スライド式の時間割だと
計画が直前になってしまう。 

・一つの教科を複数の教科担任が担当する場合，
学習内容の引き継ぎや指導内容・指導方法の
検討がしにくく，それぞれの先生による違い
に生徒が戸惑ってしまうことがある。 

 

　通常の学級の授業に行く時間が
多いなあ。 
　知障学級の教科担任は7人。数学
を担当する先生が2人もいる！ 

　国語の時間は，毎時間
違う先生が来るよ。前の
時間と同じことをやるこ
ともある。 
　先生に慣れるのが大変
だよ。 

　知障学級の数学の先
生は２人もいて，先生
によって内容や教え方
が変わらないかしら。 
　子どもが分かりづらい
のではないかと心配して
います。 

　生徒たちは学年・学級が様々で，
原学級の学習に参加する子もいるか
ら，なかなか全員がそろわないよね。 

　私は数学を週1回教えている
のだが，週１回だけでは生徒
の学習意識が途切れてしまう
ので，授業しにくいなあ。 

　先生の入れ替わりが多
すぎるから落ち着かない
のね。特別支援学級の教
科を担当する先生たちの
持ち時間をもう一度見直
して，各教科，できるだ
け一人の先生が担当でき
るよう検討しましょう。 

知障学級担任 
オオヤマ先生 

情障学級担任 
ナカムラ先生 

情障学級　ジュンさん 

教科担任　ハラ先生 

保護者 

このままでは，生徒の基礎的な力がつかないなあ。 
それに，落ち着かないせいか最近トラブルが多いなあ。 
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※本事例では知的障害特別支援学級を知障学級、情緒障害特別支援学級を情障学級と表記する。 



 
 
　春休み，次年度の時間割をつくる作業が行われます。これまでの経緯から，特別支援学級からの要
望を配慮し，優先的に時間割づくりが始まりました。 
 
 
①特別支援学級の教科担任の人数を少なくする。 
・週に１回しか会わない先生と学習を積み重ねていく事が困難なため。 
・例えば，Ａ先生は知障学級２時間，情障学級１時間担当するのではなく，知障学級を３時間担当
するというように整理し，担当する時間を細切れにしないようにする。 

 
②できるだけ，特別支援学級担任が通常の学級の授業を持つ時間を少なくする。 
　・個別支援のために授業補助に入ったり，TTで学習を進めたりするため。 
 
 
 
① 学級としてまとまった時間を組むために… 
 
 
 
 
 
 
②「個別の指導計画（短期）」に基づいて，教科担任と教科の目標 
　を共通理解し，指導内容を相談して決めるようにしました。 
 
③原学級の授業に参加する可能性のある時間の特別支援学級の授業は，特別支援学級担任の授業にす
る，その生徒にとって欠かせない授業を設定しないようにするなどの配慮をします。 
 

共に歩む 
　様々な学年，学級から様々な実態の生徒たちが在籍する特別支援学級では，生徒たちが安定
した気持ちで生活できたり，継続的に学習できたりするように，時間割を設定することが大切
です。そのためにも，後回しになりがちな特別支援学級の時間割を優先的に対応してもらうよ
う協力を仰ぐことが大切です。 
 生徒が見通しをもって生活できるよう，分かりやすい時間割になっているか見直し，必要に応
じて工夫・改善していきましょう。 
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２  そして，2年目に向かう春休み 

３ その他にもこんな工夫ができます 

特別支援学級からの要望 

　特別支援学級担任ができるだけ通常の学
級の授業を担当しないように，また，生徒
の原学級への授業参加に配慮してもらうよ
うにお願いしました。 

NO ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２３ ２４ ２５ 
英
語 

数
学 

理
科 

 

国
語 

社
会 

音
楽 

英
語 

道
徳 

生
単 

生
単 

生
単 

体
育 

理
科 

数
学 

国
語 

 

知障 
学級 

NO ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２３ ２４ ２５ 
英
語 

数
学 

理
科 

 

国
語 

社
会 

音
楽 

理
科 

道
徳 

英
語 

社
会 

理
科 

体
育 

英
語 

数
学 

国
語 

 

教科
 

社
会 

英
語 

国
語 

 

数
学 

理
科 

作
業 

国
語 

道
徳 

英
語 

数
学 

数
学 

作
業 

理
科 

美
術 

数
学 

 
情障 
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３Ａ 

シリーズ参考ページ 
第１集　２８ページ～ 

原学級の音楽を受けたいジュンさんの願いを基に設定しました。 

　音楽会のことが気になっていたけど，情障学級の教科の授業を休むのは心配だっ
たし…。ナカムラ先生の作業の時間にしてくれたから行きやすくなったよ。原学級
に入りにくいときは，ナカムラ先生がついてきてくれるから安心だよ。 

週に1回，連続した時間を設定しました。 



　初めて中学校の特別支援学級担任になった教師にとって，生徒が主体的に卒業後の進路を選択でき
るよう，どのように進路学習を進めたらよいか悩むところです。この事例では，中学校３年間を見通
して計画的に体験学習を積み重ね，具体的なイメージがもてるよう工夫した進路学習の事例です。 

　中学１年生のヒロシさんは特別支援学級に在籍しています。タナカ先生は，２学期から進路学習を
始めました。しかし，将来の夢や進路先について具体的にイメージをもつことが難しいようで，思う
ように学習が進みません。 
 
●進路学習を始めたころ（１年生） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●ヒロシさんの進路学習計画の一例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
総合教育センターホームページ「中学校特殊学級進路選択のあり方」も参考になります。 

　中学１年生のころによく見られる状況です。 
　タナカ先生は「個別の指導計画」や「個別の教育支援計画」を作成し，
ヒロシさんの学び方の特性について検討しました。その結果，ヒロシさん
は，日常生活や教科学習の中で具体的な体験場面があると理解しやすいと
いうことが分かってきました。進路学習についても体験学習が効果的であ
ると考えました。また，進路先の情報収集や卒業までを見通した長期的な
進路学習の計画を，進路指導主事の協力を得ながら立てることにしました。 

中学校の進路学習の進め方 
～体験学習を積み重ねて主体的に進路選択～ 

事例 
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進

路

学

習

 

進　路　先 学 習 の 内 容  

全日制高校 
定時制高校 
各種専門学校 
養護学校高等部 
就　職 
 

①学校調べ，将来の夢を考える。 
②なりたい職業を調べる。 
③先輩の話を聞く。 
④学校見学　※交通機関も調べてみよう。 
⑤職場実習。 
※その他，公共交通機関の利用の仕方，困
ったときの相談の仕方，体力の養成など，
日常生活や教科学習の中で取り組む学習
も大切に進めます。 

　１年生のうちは調べ学習
など知識を増やすことにポ
イントをおき，２年生にな
ってからは職場実習や高校
見学など，実際に体験する
ことにポイントをおいて進
路学習を組みました。 

ヒロシさんは，中学校を
卒業したら，どんな進路
が適しているのだろう 

ヒロシには，高校に
進学してほしいわ 

勉強は苦手だしなあ 

期末テストは
どうだろう 

「個別の教育支援
計画」については，
自律教育シリーズ
第３集（７０ページ
から）を参考にし
てください。 

高校進学のためにも通常
の学級の授業に出てもら
わないと・・・。 

将来のことなん
て，イメージが
湧かないよ 

タナカ先生 

ヒロシさん 

お母さん 
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●体験学習の積み重ね（２年生） 
　２年生になると，タナカ先生はヒロシさんや保護者と相談しながら，今後の進路先として考えられ
る学校や事業所への体験学習に取り組みました。中学校で実施される「職場体験学習」のほかに校長
先生の許可を得て，特別支援学級単独でも職場体験学習や学校見学を実施しました（下表参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１月の三者懇談会では，次のことをポイントに話し合いました。 
○　個別の指導計画に基づき，中学校入学時からのヒロシさんの「育ち」について保護者と共に共通
理解する（得意な面，苦手な面）。 

○　体験学習を具体的に振り返る（高等学校や養護学校の雰囲気や授業の内容，在籍している生徒の
様子，職場実習の仕事への取り組み方，職場の雰囲気など）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●主体的に進路選択（３年生） 
　３年生になり，タナカ先生はヒロシさんの進路について保護者と懇談する機会を増やし，内容も進
学先の学校の様子や高校卒業後の生活へと移行させていきました。お母さんも，卒業後の生活を大事
に考えるようになり，高校進学か養護学校高等部進学か選択する段階まできました。そんな中，ヒロ
シさん自身が，美容師になりたいという将来の希望をもつことができ，高校進学を決めました。自分
の意志で志望校を決めたころから学習への取り組みが変わり，見事合格を果たしました。 

共に歩む 
　この事例の生徒は，現在も充実した高校生活を送っていますが一方で，進学後，担任や保護
者から「行かされた」という思いが募り，進路変更を余儀なくされる事例も報告されています。 
　重要なのは，「この学校へ行きたい！」と生徒自身が納得して進路選択できることです。そ
のためには，進学後の生活が具体的に分かるように体験学習を積み重ねること，同時に日常生
活の中で自己選択・自己決定ができる力を養うことが支援のポイントとなります。 
　選択した進路が生徒を成長させるに足るものであったかどうかは，５年後，１０年後の生徒
自身の姿から学ぶことになります。 
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進路先 体 験 の 内 容  具 体 的 な 体 験 例  

高等学校 

就　　職 

養護学校 

○学校の雰囲気や活動の内容を知ること
ができる 
○学校によっては実技体験がある 
 

○実際の仕事を体験できる 

○学校の雰囲気や活動の内容を知ること
ができる 
○作業学習体験などがある 

○公立高校の指定された体験入学 
○定時制・通信制高校の見学 
○私立高校は体験入学や教育相談 
　注）私立高校によって方法が異なります 

○事業所（企業）や作業所で実習をおこなう。 

○教育相談，学校見学，体験入学。 

　ヒロシさんとお母さんは，体験学習に
ついては，次のような感想をもちました。 

〔ヒロシさん〕 
・学校によって雰囲気が大きく違う。 
・友達関係に不安がある。 
・高校を卒業したら，どのような進路が
あるのか分かった。 

〔お母さん〕 
・高校の教室に入ったときのヒロシの表
情がこわばっていた。 
・授業についていくことができるのか。 
・高校を卒業したらどうなるのだろう。 

働くって大変だね。
働くためには，教科
学習も大切なんだ。 

養護学校ものび
のびとして楽し
そうだね。 

職場実習先で，ヒロシが就職して
働くにはまだ力不足だと指摘され
たわ。学校で力をつけてからかな。 

うちの子は，高校に行ったと
してもやっていけるのかしら？ 
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　自分の思いを話すことができるようになってきたアユミさん。 
　特別支援学級担任のマツヤマ先生は，原学級の子どもたちにアユミさんのことをもっと知ってもら
い，アユミさんが原学級でも自分らしく活動できるようになってほしいと願っています。 
　どのように原学級と連携していけばよいでしょうか。 

●アユミさんが自分らしく活動することを願って 
　小学校に入学したころ，１年生の教室の隅にうずくまっていることが多かったアユミさん。４月の
終わりに特別支援学級に入級しましたが，自分から話すことはほとんどありませんでした。 
　特別支援学級担任のマツヤマ先生は，「アユミさんが自分の思いを話すことで，自分らしく活動し，
楽しいことをたくさん経験できるのではないか」と考えました。そして，アユミさんが興味関心をも
っている学習を通して，声を出したり話したりできるよう支援を続けました。また，行事の時には，
アユミさんと一緒に原学級の活動に参加するようにしました。 
　３年生になり，アユミさんは特別支援学級の中では自分の思いを話せるようになり，自分らしさを
出して伸び伸びと活動できるようになってきました。マツヤマ先生は，アユミさんが原学級とのかか
わりを少しずつ増やし，原学級担任や子どもたちにも自分の思いを話せるようになってほしいと願い
ました。 
 
●原学級の様子を知ろう 
　アユミさんと原学級のかかわりを増やすにはどうしたらよいか考え始めた時，マツヤマ先生は自分
自身が原学級とのかかわりが少なく，原学級の活動についてほとんど知らないことに気づきました。 
　そこで，原学級の様子を知るための方法を考え，実践しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　そして，得た情報を基に，アユミさんが参加しやすい活動を考えてみました。 

原学級でも自分らしさを 
～原学級とのかかわりを深めながら～ 

事例 
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　「こんなことができそうです」 

・原学級の時間割や週予定をもらおう。 
・原学級と特別支援学級の学級通信を互いにやりとり
しよう。 

・原学級の担任と直接話をできない時もあるから，連
絡帳を作ってアユミさんの様子を知らせたり，原学
級の情報をもらったりしよう。 

・学年会にも積極的に参加しよう。 
・可能なときは，アユミさんと一緒に原学級の授業に
参加しよう。 



●原学級担任や子どもたちと仲良くなろう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　原学級担任や子どもたちとかかわる場をつくったことによって，アユミさんもマツヤマ先生と一緒
なら，原学級担任や子どもたちと少しずつ話せるようになってきました。また，原学級の子どもたち
が特別支援学級に来ることも多くなり，マツヤマ先生とも仲良くなることができました。このことは，
アユミさんが原学級の子どもたちに対して安心感をもつことにつながりました。 
 
● 原学級の子どもたちとのかかわりを更に増やそう 
　アユミさんが原学級担任や子どもたちと話せるようになってきたので，マツヤマ先生は原学級の子
どもたちと更に多くのかかわりがもてそうな「秋祭にお店を出そう」の単元を秋祭（学校祭）に合わ
せて設定し，学習するようにしました。 
【単元におけるアユミさんへの願い】 
 
 
 
 
 
 
　この学習を通して，原学級の子どもたちの中でも自分の思いを言葉で表せるようになり，自分らし
さを出せるようになったアユミさん。それとともに，原学級の子どもたちもアユミさんの得意なこと
や苦手なことなどを知り，気軽に声をかけてくれるようになりました。アユミさんと笑顔で話してい
る子どもたちの姿が多く見られるようになりました。 

共に歩む 
　原学級との連携は，原学級担任と連絡を取り，原学級の様子をつかむことから始めましょう。
これによって，特別支援学級の子どもに必要な情報も得ることができます。 
　また，特別支援学級と原学級の担任が互いの学級の様子を知り協力すると，互いの学級の子
どもがかかわり合う場を設定することができ，子どもたちの成長につながります。 

チームで支援する特別支援学級 

39

○特別支援学級で 
・原学級の子ども４，５人に特別支援学級に
来てもらい，アユミさんと話しながら給食
を食べる。 
・おやつ作りをした時，出来上がったおやつ
を原学級に届ける。 
○原学級で 
・原学級の授業にＳＴ（サブティチャー）と
してマツヤマ先生が加わり，原学級の子ど
もたちとアユミさんが一緒に活動できるよ
う支援する。 
・グループ学習では，アユミさんが話しやす
い子どもたちとグループになるようにする。 

うれしかった原学級担任の 

協力（マツヤマ先生の話） 

　特別支援学級で作ったクッ
キーを，アユミさんと一緒に
原学級に届けました。 
　原学級の担任は，授業中にもかかわら
ず，アユミさんから子どもたち一人一人
にクッキーを手渡す機会を作ってくれま
した。 
　教室の入口で帰るつもりだったので，
原学級の担任が，アユミさんを大事に受
け入れ，位置づけてくれたことをとても
うれしく思いました。 

＊このようなアユミさんに 
　小集団の中で，自分の思
いを伝えたり，自分らしさ
を出したりできるようにな
ったアユミさんに 

＊このような支援で 
　自分で考えたゲームのお
店を出し，原学級の子ども
たちにゲームのやり方など
を説明する場を設け，支援
することにより 

＊このような姿になるだろう 
　ゲームのやり方の説明，
声援など，原学級の子ども
たちと楽しくやりとりする
ことができる 
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　アキオさんは，特別支援学級での学習には自信をもって取り組むことができ，原学級の友だちと一
緒に学習したいという意欲が出てきています。特別支援学級担任のタナカ先生は，アキオさんの意欲
を大切にして，原学級での学習の機会を増やし，宿泊学習や修学旅行などにも安定した気持ちで参加
してほしいと願っています。原学級でスムーズに活動するには，どのような支援が必要なのでしょうか。 
 
●アキオさんに学習予定を伝えるために 
　アキオさんは算数が得意で，文章題も一人で解くことができます。また，音楽が好きで，歌ったり
リコーダーで演奏したりしています。そこで，アキオさんが得意で好きな算数と音楽は，原学級で学
習することにしました。 
　タナカ先生は，アキオさんが安定した気持ちで学習できるよう，次週の学習予定（時間割）をアキ
オさんに知らせたいと思いました。 
 
＜次週の学習予定をアキオさんに伝えるまでの手順＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 連絡ノートの活用 
 
　アキオさんは暑さが苦手で，算数や音楽の授業中でも暑い時には床に寝ころんで休んだり気持ちが
不安定になったりすることがあります。原学級の算数・音楽の授業のすべてにタナカ先生がSTとして
参加できるわけではありません。そこで，タナカ先生は，アキオさん一人で原学級の授業に行く時には，
「連絡ノート」にアキオさんのその日の様子や家庭での様子などを書き原学級担任に渡すようにしました。 
 

安定した気持ちで行事に参加することを願って 
～原学級担任と情報を共有しながら～ 

事例 

16

40

(1)学年会で学習や行事の計画を知る。 
・原学級の算数と音楽の学習内容と時間割 
・行事と行事に向けての原学級の学習内容や時間割 
※学年会に参加できない時は学年会要項で確かめ，不明な点は
原学級担任に確認する。 

(2)原学級の算数と音楽の授業の内，どの授業にST（サブティチャー）
として加わるか決める。 
※特に，アキオさんが苦手とする学習内容の時には，STとして
加われるよう特別支援学級の時間割を修正する。 

(3)アキオさんの次週の学習予定（時間割）を作成する。 

特別支援学級担任から　 
　朝から暑いので集中することが難しいようです。暑
かったので，「僕はやる気がおきません」と言って，
床に寝ていました。今日の図形を描く学習に取り組め
るか心配です。授業の途中にアキオさんの様子を確か
めに行きます。集中できないようでしたら，アキオさ
んと一緒に特別支援学級に戻り学習したいと思います。
私が行く前にやる気が起きない様子が見えたら「特別
支援学級へ行って勉強しましょう」と誘って下さい。 

原学級担任から 
　教室を一度出て行きましたが，水を
飲んだら，すぐに戻ってきて授業に取
り組みました。タナカ先生が来る少し
前に図形を描き始めました。タナカ先
生に「三角定規の真ん中を力を入れて
押さえる」ことを教えてもらったので，
先生がいなくなっても落ち着いて三角
定規を使って図形を描いていました。 

○月○日（○）（算数） 

シリーズ参考ページ 
第３集　４４ページ 



チームで支援する特別支援学級 
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共に歩む 
　アキオさんの個別の指導計画の長期目標には「大きな集団である原学級で，落ち着いて学習
することができるようになる」が据えられています。アキオさんの「みんなと勉強したい」とい
う意欲を大事にし，原学級担任と連携しながら原学級での学習の機会を徐々に増やし，宿泊学
習や修学旅行などにも「みんなと一緒」ということを励みとして楽しむことができました。 
　学年会に参加したり，連絡ノートを活用したりして，アキオさんのその時期，その日の様子
をこまめに連絡し合いながら学習を進めていったことがよい結果につながったと思います。 

●行事に安定した気持ちで楽しく参加できたアキオさん 
　原学級での学習の機会が増えてくるとともに，アキオさんの得意なことや苦手なことを友だちが知
り，アキオさんの姿をそのまま受け入れてくれるようになりました。そして，アキオさんも安定して
宿泊学習・修学旅行などに参加することができました。 
 
５年：遠足 

　タナカ先生は，遠足では，次にどこまで歩けばよいかアキオさんが分か
るようにしたいと考えました。 
　そこで，遠足の下見に行った時に，チェックポイント（次にどこまで歩
くか，その目標になる建物など）をデジタルカメラで撮影し，カードにし
ました。 
　遠足当日は，アキオさんと一緒にカードを見て次のチェックポイントを
確認し，チェックポイントに着く度に記念撮影をしました。一緒に歩いた
友だちも記念撮影に加わり，アキオさんは全行程を歩き通すことができま
した。 
 
５年：宿泊学習（登山） 

　タナカ先生は，登山の時に歩く道のチェックポイントのカードを，遠足の時と同じように作りました。 
　登山当日は，頂上が見えるため，アキオさんはチェックポイントのカードを見ることなく，歩き続
けることができました。頂上では全員で記念撮影。後でタナカ先生が宿泊学習の感想を尋ねると，ア
キオさんは「一番楽しかったのは登山」と答えてくれました。 
 
６年：修学旅行 

　パンフレットや写真など事前の情報がたくさんあり，アキオさんは修学旅行でどこに行くのかイメ
ージをもつことができました。そのため，アキオさんは旅行の計画を立てる段階から原学級の活動に
参加し，友だちと一緒に係や班を決めることができました。コース別見学の内容を決める時には，自
分の意見を友だちに伝える姿が見られました。遊園地でのグループを決める時にも，自分の意見を出
し，怖くないアトラクションを好む友だちと同じグループになることができました。 

　修学旅行には，アキオさんは「友だちと一緒に行動する」という
めあてをもって参加しました。駅構内の移動やコース別の見学も落
ち着いてでき，友だちと一緒に行動していました。 
　遊園地でもグループの友だちが「アキオさん。次はこのアトラク
ションにしよう」などと声をかけてくれ，友だちと一緒にアトラク
ションを楽しむことができました。 
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　個別の指導計画を作成して，その子の学習内容や支援を考えるのですが，どうしても特別支援学級
での学習に限られてしまいます。もし，原学級でも同じような学習ができれば，その子の育ちはより
確かなものになるように思うのですが…。 

●個別の指導計画を原学級担任と一緒に作成しよう 
　特別支援学級担任と原学級担任が協同で個別の指導計画を考えることにより，教育課題や学習内容，
具体的な支援の方法などを明らかにしようと考えました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●サトルさんの教育課題 
  
 

●教育課題に向けた具体的な学習活動と支援・例① 
～パソコンで作文を書いて発表しよう。～ 

 

効果倍増！原学級担任との協同支援 
～個別の指導計画作成段階から原学級担任とともに～ 

事例 

17

42

特別支援学級 

①書く内容を決める際，選択できるよう幾つかの行事の写
真を示す。 

②選択した「音楽会」のことを振り返って担任と話す。担
任はサトルさんの姿からよかったと感じたことを分かり
やすく伝える。また，サトルさんが話したことで，作文
に書けそうなことをメモする。 

⑤すぐにパソコンを使って文章を入力できるよう書式はあ
らかじめ設定しておく。 

⑥パソコン入力を見守り，支援を求められたら対応する。     
教師に支援を求めずパソコン入力できた時は称賛する。     

⑦発表に向けて，作文の音読をするようにする。 
⑧特別支援学級の友だちの前で発表したり，友だちの発表
を聞いたりし，評価し合う。 

原学級 

③特別支援学級と同じ内容の作文の単
元に入る。 
④朝の会で，音楽会の様子をうつした
ビデオをサトルさんと一緒に視聴す
る。 
⑨サトルさんにとって過度な負担にな
らないよう，学級全体の前での発表
ではなく，生活グループ（4人）の
中でサトルさんも作文を発表する。 
⑩生活グループの中で，互いの作文を
簡単に評価し合う。 
 

パソコン（平仮名入力）を使って作文を書き，特別支援学級や原学級で発表する。 
具体的な学習活動 

自分の気持ちや連絡事項を人に伝えることができるようになる。 

〈原学級担任との話し合いの内容〉 

○サトルさんの最近の様子から 

　・双方の学級での様子　・サトルさんのよさ 

　・サトルさんと原学級の友だちとの関係 

　・保護者の願い　・サトルさんの課題 

○サトルさんの教育課題 

○教育課題に向けた具体的な学習活動と支援 

※丸数字は支援の順序 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●教育課題に向けた具体的な学習活動と支援・例② 

～朝の会で「一日の予定の発表」をしよう。～ 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　サトルさんに「一日の時間割の発表は，自分の仕事だ」といった自覚が芽生え始め，毎日はりきっ
て発表に取り組んでいます。 
 
●家庭からの声（父親の話） 

チームで支援する特別支援学級 

43

共に歩む 
　個別の指導計画に書かれた学習内容や支援が，原学級においても実践できれば，その子の成
長はより確かなものになります。本事例では，特別支援学級担任と原学級担任で，個別の指導
計画作成の段階から話し合う機会をもちました。 
　保護者から喜びの声が届き，うれしく思いました。 

　パソコンを通して，文字入力ができるようになった こと
もうれしいですが，一緒にパソコンを使うことでサトルと
接する時間が増え，よかったと思います。今はサトルが大
好きな車のことをインターネットで検索しています。 

　パソコンの使用は保護者の希望でもありました。サトルさ
んは，筆記よりもさらに意欲的に取り組みました。 
　また，原学級での作文発表に向けめあてをもって作文の音
読に取り組むことができました。友だちの感想を聞いて，笑
顔いっぱいのサトルさんでした。 

特別支援学級 

①朝の会の「一日の時間割の発表」をサトルさ
んに任せる。 

②発表できたら，大きな拍手をして，「大きな
声でゆっくり言えたね。」などと称賛する。 

⑥「一日，頑張りましょう。」とサトルさんと
一緒に言う。 

⑦「一日，頑張りましょう。」が言えるように
なったら，次は「今日は，○○が楽しみで
す。」などと言えるよう担任が楽しみにして
いることを尋ねる。 

⑧ホワイトボードを用意し，サトルさんが書き
込めるようにして，明日の発表の準備ができ
るようにする。 

原学級 

③朝の会の「一日の時間割の発表」をサトルさ
んに任せる。 
④発表の後には，必ず拍手し，担任は「大きな
声でゆっくり言えたね。」などと称賛する。 
⑤係が次の日の時間割を黒板に記入する時，サ
トルさんが担任から明日の予定を聞いて係に
伝えるようにする。 
⑥「一日，頑張りましょう。」とサトルさんと
一緒に言う。 
⑦「一日，頑張りましょう。」が言えるように
なったら，次は「今日は，○○が楽しみです。」
などと言えるよう担任が楽しみにしているこ
とを尋ねる。 

朝の会で「一日の時間割の発表」をする。 
具体的な学習活動（抜粋） 

※数字は支援の順序を表しています 

○一生懸命練習している様子が，「あせをかいてやり
ました」という文から分かりました。 

○ゆっくり大きな声で発表ができたと思います。 
○挿絵が入れてあっていいし，漢字がたくさん使って
あっていいです。 

原学級の友だちの感想から 
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　特別支援学級担任のオカダ先生はトモコさんへの支援について，保護者の理解を得ていると思って
いました。しかし，あるトラブルをきっかけに保護者との間に溝を感じるようになりました。そして，
保護者が一番心配していることを，あまり大切に考えていなかったことに気がつきました。これから
も保護者と共に子どもを支えていきたいと思うのですが…。 

● ある日のこと 
　トモコさんは気持ちが不安定になると，友だちに乱暴な行為をす
ることがあり，特別支援学級担任のオカダ先生が制止していました。
そのため，トモコさんが原学級の授業に出る時にオカダ先生がつい
て行ったり，原学級で落ち着かない様子が見られた時はオカダ先生
が迎えに行ったりしていました。 
　しかし，高学年になったトモコさんは落ち着いて生活できるよう
になり，安心して原学級の授業に送り出せるようになったとオカダ
先生は思っていました。そんなある日，トモコさんは，トモコさん
が座り込んでいることを心配し声をかけてくれた原学級のノリコさ
んにけがをさせてしまいました。 
　トモコさんは続いていた暑さと疲れのせいで機嫌が悪かったのです。 

●トモコさんの母親の話 
　トモコさんのお母さんは，学校に来て「また周りの子どもたちにけがをさせるのではないかと心配
です。」「本当は，特別支援学級でオカダ先生と学習してくれるだけでいいと思っています。」「ト
モコは，原学級には行かなくてもいいです。」と話してくれました。 
　そして，トモコさんが原学級の授業に参加していても，原学級の参観には来てもらえなくなりました。 

保護者の思いに共感する大切さ 
～保護者への支援を～ 

事例 

18

44

トモコさんの母親 ノリコさんの母親 

トモコさん ノリコさん 

　ノリコさんには申し訳な
いことをしたと思います。 
　ノリコさんの家に謝りに
行ってきました。 
　原学級へはいつもオカダ
先生が一緒に行くようにし
てください。それだけはお
願いします。 

　ごめんなさい。もうしな
いよ。（原学級に）行けな
くなるの，いやだよ。 

　ノリコがトモコさんを許す
ことができる優しい子である
ことが，とてもうれしい。 
　でも，けがはさせられたく
ない。 
　トモコさんにきちんと指導
してください。 

　心配して声をかけたら，
こんなことになっちゃった。 
　どうして？ 
　トモコちゃんのこと好き
だけど，乱暴されるのは嫌
だな。 



●オカダ先生の思い 
　オカダ先生は，トモコさんの母親の立場に立って今回のトラブルについて考え
てみました。トモコさんの母親には「子どもが特別支援学級に在籍していること
への複雑な気持ち」「子どもが友だちに乱暴なことをしないかと，ずっと心配し
ている大変さ」「トラブルの度に，相手の子の保護者に謝る辛さ」があるのでは
ないかと想像しました。 
　そして，トモコさんの母親を支える上で一番大切なことは，原学級のサカモト
先生や保護者が「トモコさん，頑張っているね。」などと声をかけてくれることだと気づきました。 
 
● 原学級の担任・子どもたち・保護者への働きかけ 
①原学級の子どもたちに，トモコさんが頑張っていること，叩いたり蹴ったりした理由を今以上に伝
える。また，原学級の子どもたちの存在が，トモコさんの支えとなっていることも伝える。 
②オカダ先生自身がＰＴＡの会議や行事に積極的にかかわり，原学級の保護者と話せるようになり，
原学級の保護者とトモコさんの母親をつなぐ役を果たす。 
③全保護者を対象とした校長講話の中で，特別支援教育について触れていただく。 
④トモコさんの母親のことを心配してくれている原学級の母親に，トモコさんの母親に声をかけてく
れるようお願いする。 
⑤原学級の保護者懇談会で，担任のサカモト先生にトモコさんのことについて話してもらう。また，
オカダ先生自身も出席し，トモコさんの様子や母親の思い，原学級の子どもたちがトモコさんを支
えている様子などを伝える。 
 
● その後 
・原学級担任のサカモト先生は，トモコさんがこれまで通り原学級で学習できるよう配慮し，子ども
同士で助け合うよう指導してくれました。トモコさんは前以上に喜んで原学級での学習に参加して
います。 
・原学級のある母親が，トモコさんの母親に必ず声をかけてくれるようになりました。 
・オカダ先生はこれまで以上に，トモコさんの母親にトモコさんの様子や原学級の友だちとのかかわ
りを伝えるよう心がけました。トモコさんの母親は，特別支援学級にかかわることには，これまで
通り協力してくれ，「原学級での学習をどうするかは，オカダ先生に任せます。」と言ってくれま
した。しかし，原学級と一緒の行事などには参加しない状態が続いています。オカダ先生は，努力
を続けていけば，いつかトモコさんのお母さんが心を開いてくれるのではないかと思っています。 

共に歩む 
・担任との関係が良好だと思っている家庭でも，あるトラブルをきっかけに，連携がうまくい
かなくなることがあります。保護者の思いに立ち返るとともに，今できる支援を改めて考え
直すことが必要です。本事例では，原学級の子どもたちや保護者に特別支援学級について理
解してもらうことが，特別支援学級の子どもやその保護者を支えることにつながると考え取
り組みました。 
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オカダ先生 

チームで支援する特別支援学級 
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　ヤマダ先生は以前にも特別支援学級の担任をしたことがあります。障害のある子どもへの対応の仕
方は分かっているつもりでした。ところが，今度担任したタカシさんは「好きな活動には集中して時
間一杯取り組む」というよい点がある反面，よくパニックを起こします。日によって，好きな活動に
も取り組めないことがあります。ヤマダ先生は「いったいどんな対応をすれば，タカシさんが安定し
て学校生活を送ることができるのだろうか」と悩んでいます。 

●パニックになったら，どう対応するの？ 
　国語の漢字学習の途中で，筆箱の中を見たタカシさんは，
消しゴムがないことに気がつきました。タカシさんは大
きな声で叫び泣き出しました。 
　ヤマダ先生は朝からのタカシさんの行動を思い出し，「図
書館で本を借りた時に置いてきたのではないか」と思い，
図書館に行ってみました。図書館には消しゴムはありま
せんでした。 
　「原学級の算数の授業で使った時に忘れたのかな」と
も思い，原学級にも行きました。ありました。特別支援
学級に戻り，「タカシさん。あったよ」と消しゴムを渡
すとタカシさんは泣きやんで漢字学習の続きを始めました。 

　数日後，また消しゴムがなくなり，タカシさんが泣き出しました。ヤマダ先生は，その日タカシさ
んが行った場所を探しましたが，消しゴムは見つかりません。そこで，ヤマダ先生は「ほら，落ちて
いたよ」といいながらお母さんから預かっていた消しゴムをタカシさんに渡しました。すると，タカ
シさんは泣きやみました。 
　ヤマダ先生はタカシさんの生活を見返し，消しゴムの他になくした時にパニックになる可能性のあ
る物は何か考えました。 
　そして，お母さんに鉛筆・ポケットティッシュ・ハンカチなどを用意してもらい，ヤマダ先生が預
かるようにしました。 

保護者に学ぶ 
～お母さんはその子についてのプロフェッショナル～ 

事例 
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ヤマダ先生 

タカシさん 

　消しゴムが見つかってよ
かった。見つからなかった
ら，タカシさんに何と言え
ばいいんだろう。 
　家でも同じようなことが
あるのかな。 
　お母さんに聞いてみよう！ 

お母さんの話 
　ご迷惑をかけました。タカシが
今使っているのと同じくらい使っ
た消しゴムを先生に預けます。も
し，消しゴムをなくした時は，そ
れを見せながら「ほら，落ちてい
たよ」と話してください。 

僕の消しゴムがない！？ 



●学習に取りかかれないけれど，どうしたらいいの？ 
　タカシさんは算数が好きで，計算問題に喜んで取り組みます。ところが，暑さのせいか3日続けて
取りかかることができません。問題数を減らしたり，簡単な問題に代えたりしましたが，タカシさん
はやる気が起きないようです。 

　計算問題を始める前に，ヤマダ先生はタカシさんの大好きな折り紙を見せながら「計算を全部やっ
たら，次に折り紙やろうね」と声をかけてみました。タカシさんは，「次に折り紙」と言いながら計
算問題に取りかかることができました。 
 
●特別支援学級内の物の配置を変えたいけれど，大丈夫かな？ 
　タカシさんは物の位置が変わったり，あった物がなくなったりすると，何回も同じことを聞いたり，
なくなった物を探したりします。 
　ヤマダ先生は他の子ども（1年生）のために物を片付けて，教室を使いやすくしようと考えました。
「１年生のために教室の中を変えます。タカシさんの机が動きます。いいですか」とタカシさんに話す
と，タカシさんは「いいです。」とこたえながらも「嫌だ」という気持ちを仕草で表しました。　　 

　ヤマダ先生は「タカシさんに受け入れてもらうには，どう話したらいいのだ
ろう」と困ってしまいました。 

　ヤマダ先生は早速タカシさんに説明しました。 
　「タカシさん，１年生のために教室を【ビフォーアフター】することにしました。タカシさんの机
の場所は【バージョンアップ】します。楽しみでしょう。」 
　タカシさんはにっこり笑って「【ビフォーアフター】で【バージョンアップ】！」と言いました。 
　タカシさんは机を移動した後も落ち着いて勉強に取り組んでいます。 

共に歩む 
　こだわりやパニックへの対応の仕方は，子どもによって微妙に違います。その子がどんな時
に頑張れるか，一番よく知っているのは保護者です。その子のことを理解し，愛情を持って育
ててこられた保護者に，誠意をもって相談することで，キーワードとなる「ことば」や対応の
「ヒント」をたくさんもらうことができます。その子についてのプロフェッショナルである保
護者にたくさんのことを教えていただきましょう。 
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ヤマダ先生 

ヤマダ先生 

　タカシさんは毎
日宿題を必ずやっ
てくる。 
　家ではどうやっ
ているのだろう。 
　お母さんに聞い
てみよう！ 

お母さんの話 
　宿題はいつも喜んでやっているわけじゃないで
すよ。宿題の後に食べるおやつを用意しています。 
　それでもだめな時には，ポイントシールをあげ
る約束をします。ポイントがたまると，大好きな
ゲームができることになっているんですよ。 
　また，「宿題をやると，サンタさんがプレゼン
トを持ってきてくれますよ」と話すこともあります。 

お母さんの話 
　実は家の改築をする時に，私も困ってしまったの。そこで，タカシの
好きなゲームとテレビ番組で使われている言葉をまじえてこう言ったの。 
　「今の家を【ビフォーアフター】することにしたの。今よりも【バー
ジョンアップ】することにしたんだよ。どう？楽しみでしょう」 
　そうしたら，変わることを受け入れて，変わった後も大丈夫だったん
ですよ。変える前によく説明をして，【ビフォーアフター】【バージョ
ンアップ】の言葉で期待させてみてください。 

お母さん。 
教えてください！ 

チームで支援する特別支援学級 
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　集団の中で生活することが難しい生徒の登下校にはいつも気をつかいます。特に，友だちに会うこ
とをさけるために遅刻する生徒もいます。 
　ナカムラ先生は，特別支援学級の生徒が登校する前に，通常の学級の授業に行かなくてはならない
ことがあります。特別支援学級の生徒に朝会うことができず，ゆっくり話を聞いてあげることもでき
ません。ナカムラ先生は，これでは生徒との信頼関係も作りづらいし，継続的な指導もできないと悩
んでいます。 

校内の連携を大切に 
～連絡カードを活用した授業者間の情報交換～ 

事例 
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ユウジさん 

特別支援学級担任　ナカムラ先生 ユウジさんの保護者 

　昨日も少ししか眠れなかった。 
　早くふとんに入っても眠れないんだ…。
親は「仕方ないよ」って。 
　ナカムラ先生に話そうと思っても，授
業だから行っちゃう。 
　どうせ僕のことなんか…。 

　もっとうちの子のことをよく見てください。 
　十分な支援をしてもらえると思って入級
したのに…。　　　　　　　　 
 

　ユウジさんは，朝，調子
がよくないことが多いな
あ。何か心配事でもあるの
かな。 
　話を聞いてあげたいけれ
ど，通常の学級の授業に行
かなくては…。 
 

　このままでは，ユウジさんは登校
できなくなってしまうかもしれない。 
　どうしたらいいだろう。 

①朝，特別支援学級担任が生徒の様子を連絡カードに記入し，特別支援学級の1時間目の授業者（教
科担任）に渡す。 

 　※　生徒が登校していない時はその旨を記入し1時間目の授業者に渡す。 
②授業者が生徒の登校時刻や授業の様子を連絡カードに記入し，次の授業者に渡す。 
③連絡カードへの記入は，２行程度のメモとする。 
④連絡カードへの記入だけでなく，立ち話でもいいので口頭で連絡し合う。 

●連絡カードの活用にあたっての確認事項 

ユウジさんは登校する時刻がだんだん遅くなり，欠席もするようになってきました…。 

そこで，校内小委員会（特別支援教育コーディネーター・特別支援学級担任・原学級担任・ 
教科担任）を開き，ユウジさんを支える手だての一つとして「連絡カードの活用」を試みる 
ことにしました。 



○枠と太字の文字はあらかじめ印刷しておきます。 
○朝の『気づいたこと・申し送り』の欄には，特別支援学級担任のナカムラ先生が生徒の朝の様子を
記入します。時には，授業者（教科担任）へお願いしたいことを記入することもあります。 
○１時間目以降の『No.教科等』，『授業者』，『学習内容』，『気づいたこと・申し送り』の欄は
授業者が記入します。 
○ナカムラ先生は，休み時間にも連絡カードを見て特別支援学級の生徒の様子を確かめるようにして
います。そして，生徒の体調がすぐれない時などには，カナイ教頭先生や養護教諭のコバヤシ先生
と連絡を取り，対応しています。 
○連絡カードは，生徒のその日の学習の記録となります。ナカムラ先生は，連絡カードをつづり，保
護者懇談会の資料や個別の指導計画の見直しの資料として役立てています。 

共に歩む 
　生徒のその日の様子を知って，声をかけることは大切です。連絡カードを活用することで，
多くの先生が生徒の様子を知ることができ，その子に寄り添った声がけをすることができます。 
　また，連絡カードは，職員が連携して生徒を支援する際の資料としても役立ちます。 
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登校 下校 アツコさん　７：３０ 
ユウジさん　８：５０ 

アツコさん　ルイさんと下校 
ユウジさん　部活へ 

アツコさん「もう帰りたい」と言っています。話を聞いてあげてくだ
さい。ユウジさん，まだ登校していません。 
 
アツコさん，始めの５分ほど雑談をしました。その後，張り切ってや
っていました。ユウジさん８：５０に来ました。少し話を聞き授業に入
りました。 
 
代入法も加減法もマスターしています。 
よく理解できています。文字式の説明が課題。 
 
アツコさん，筝のテクニックはだいぶあがってきました。ユウジさん，
あまり元気がなかったです。少し家の話を聞きました。 
 
 
10組の友だちと一緒の授業でした。作業はあまり進みませんでし
たが，友だちと話ができ，二人とも気分転換になったようです。 
 

○
月
○
日
○
曜
日 

 

時 

朝 

1

2

3

4

2 英語 

3 数学 

4 音楽 

5 作業 

昼 

No.教科等 授業者 

ナカムラ 
（担任） 

アツコさん：Lesson３ 
ユウジさん：Lesson３ 

アツコさん：代入法　　 
ユウジさん：単元テスト→ 

アツコさん：筝 
ユウジさん：Best friend

コラージュ 

マキタ 

コイケ 

ワ　ダ 

ナカムラ 
（担任） 

学習内容 気づいたこと・申し送り 

情緒障害特別支援学級　　アツコさん（３年女子）・ユウジさん（２年男子） 

●連絡カードは，こんなふうに使っています。 

　遅れてきても，先生が
話を聞いてくれてホッと
するよ。 

　連絡カードを見ることで，
他の授業の様子も分かり，
生徒に寄り添った声がけが
できるようになりました。 

チームで支援する特別支援学級 
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　特別支援学級での子どもの生活がうまくいっていない時に，そのことを誰かに相談することは勇気
のいることです。また，保護者の願いを大切にしたいと思っても，なかなかよい考えが浮かばないこ
ともあります。 
　追い詰められたような気持ちになったとき，相談できる相手はいますか？ 
 

積極的な情報交換 
～気楽にミーティングを～ 

事例 
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マサヒデさん ゴロウさん 

ゴロウさんの両親 

特別支援教育 
コーディネーター 
ミズノ先生 

イイジマ先生 

イイジマ先生の悩み 

　ゴロウが，学校に行くの
を嫌がるようになっていま
す。 
　他のお子さんに対応しな
くてはいけないことは分か
りますが，ゴロウにかかわ
る時間もつくってほしいん
です。 
　うちの子のことも，もっ
と考えてください。 

　一人で悩んでいても，いい
知恵は浮かばないよ。 
　みんなで考えてみましょう。 

　マサヒデさんが大きな声をあげると，
気が散って何もできないんだ。 
　イイジマ先生もマサヒデさんのとこ
ろに行っちゃって，僕は何をしたらい
いか分からないんだ。 

　お父さんやお母さんの言うことはよく分か
るし，その通りなんだけど，マサヒデさんが
落ち着かなくなると，マサヒデさんについて
いなければならない。その間，ゴロウさんの
支援をどうしたらいいんだろう。 
　来週もゴロウさんのお父さんとお母さんが
学校に来るけど，来週までに何をしたらいい
んだろう…。 
　ミズノ先生，相談にのってください。 

　ゴロウさんも落ち着
いて学習できるように
考えてみます。 

●「うちの子のことも，もっと考えてください。」 

　ゴロウさんはだんだん学校を休みがちになりました。 
　心配したゴロウさんの保護者が学校に相談に来ました。 



●ミーティングを開こう 
　相談を受けたミズノ先生は，特別支援学級の様子をよく知る職員数名にすぐに声をかけ，翌日の放
課後にミーティングを開くことにしました。 

共に歩む 
　忙しい学校現場では相談する相手も限られ，特別支援学級担任が一人で悩むこともあります。
特に学級の中がうまくいかず，そのことで保護者と話をしなければならないときには，追い詰
められた気分になってしまうことがあります。 
　学級のことをよく知る職員で気軽に話し合う機会を持ち，知恵を出し合いましょう。 
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テーマ　 
　ゴロウさんがいい表情で取り組んでいた場面を取り上げて，ゴロウさん
が安心して学校で過ごせる条件を考えよう。 

○ 一人でも取り組める課題プリントを常に用意しておく。 
○ゴロウさんが好きな電車の絵をかく，ジグソーパズルなどができるよう準備し，
いつやるか，どこでやるかといったルールをゴロウさんと相談して決める。 

今後の方向決める 

●保護者に伝える 
　翌週ゴロウさんの保護者が再び訪ねてきました。イイジマ先生はミズノ先生
と二人で懇談することにしました。 
　そして，ミーティングで話し合った内容を基に，ゴロウさんの好きな活動を
学校でも取り入れ，イイジマ先生が一対一でゴロウさんを支援する時間を取る
ようにしたいと話しました。 

　自分でやる枚数を決めて数学のプリント
をやっている時は，一人で落ち着いて学習
を続けていたなあ。 

　電車の絵の話をすると，家でかいた作品
を見せてくれて，とてもうれしそうだった。
あの活動を学校でも生かしたいなあ。 

　自分のやることがはっきりしていたら，たとえ先生がいなくなっても，
落ち着いていられそうです。 

　電車のことを調べたり電車の絵をかいたりすること，パズルを一人の
時にやるようにしたらいいと思います。 

○「退屈」「何をやったらいいのか分からない時間」がゴロウさんのス
トレスになっていますね。 
○生真面目なゴロウさんには，一人になった時にやることを提案するこ
とも大切です。学習だけでなく，楽しみな時間も提案しましょう。 
○ マサヒデさんの対応の仕方も，チームで考えていきましょう。 

　緊急にミーティングを
開く場合には，参加者を
少なくして，すみやかに
開くことを重視します。 
　また，ミーティングの
テーマを明確にし，１時
間程度で終了するように
します。 
　一度だけではなく，実
施日時とテーマを明確に
して，繰り返し行うと効
果的です 。 

チームで支援する特別支援学級 
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　トオルさんへの特別な教育的支援を校内支援体制の中で考え始めたＳ中学校でしたが，トオルさん
の急激な変化や保護者との意見のくいちがい等，事態は一向に良くなりません。そのような中で職員
は「トオルさんを理解したい。」と言う気持ちを一層強くもちました。職員研修，外部機関への働き
かけ，さらには学校体制の改善，様々な試みの中からトオルさんが少しずつ変わり始めました。 

校内支援体制の充実に向けて 
～ケース会議で生徒理解を深める～ 

事例 

22
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●トオルさんをどう理解したらよいのかわからない職員 

●トオルさんの障害への理解が職員間に共有されてもトオルさんの状態は変わりません 

個別の指導計画を作成し職員会で支援の方向
を検討し，特別支援教育コーディネーターを
中心とした校内委員会を設置しました。 

まず，学校での支援のあり方を検討すること
にしました。 

トオルさんの良
さは何だろう？ 
トオルさんがし
たいことは何？ 

相変わらず気に
入らないことがあ
ると急に乱暴にな
ります。 

トオルさんのでき
そうな学習は?

子どもの行動に
対して注意がで
きません。 

・病院の医師や臨床心理士からトオルさんの障
　害についての話を聞く。（職員研修の実施） 
・地域の養護学校コーディネーターに来校して
　いただき，アドバイスを受ける。 

・様々な機関や親と
　共に「トオルさん
　の学びの場」づく
　りの相談・協力が
　必要だ。 

学習に消極的なトオルさん 

益々まわりを拒絶していくトオルさん 

トオルさんの状況に応じた
支援の仕方を確認しよう。 

学校はトオルさんが 
落ち着くように見守る 
しかないのか・・・ 

職員 

両親 

トオルさん 

トオルさん 

トオルさん 中1

ケース会議 

トオルは家で
は問題ありま
せん。 

・「学習しても分からない。」 
・「分からないのに勉強しろと言わ　
　れる。できねえおれの気持ちが分
　かるか。」 
・「本当はきれたくないがどうしてい

　いかわからん。おれは何をしたらいいんだ。」 
・「反抗しないから学校にいたい。」 

・小学校では本人の気の向いた時間     
　に特別支援学級で学習していた。 
・中学校では授業に参加できず，職員
　室や体育館等で遊ぶ毎日。「勉強は
　小学校であきらめた。今更やっても
　仕方ない。」 

・空き時間の職員が個別学習をするが,「こんな優
　しい問題，バカにするのか。」と言い，一方「こ
　んな難しい問題は無理だ。」と何もしない。 
・注意すると「命令するのか。」と興奮する。 
・「家に帰ってもつまらない。」と毎日登校し，夕
　方遅くまで帰ろうとしない。　 



共に歩む 
　特別な教育的支援が必要な生徒への対応で，校内支援体制がうまく機能しないと感じている
学校は，生徒の変化に応じてケース会議を開いてみましょう。「この子をもう少し理解してみ
よう。」「校内で可能な支援がまだあるかも。」などと，職員の意見を重ねてアイディアを出
し合うことで，校内支援体制は機能するようになってきます。職員の前向きな姿勢は子どもの
心にきっと届きます。 
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チームで支援する特別支援学級 

何かあったら学校
に行きます。家庭
訪問もします。先
生方，一緒に頑張
りましょう。 

トオルさんのための
活動の場，時間に対
応できる職員がいる
ことでトオルさんは
落ち着いてくるんだ。 

トオルさんの好きなスポー
ツを一緒にやりながら話を
聞きます。 

トオルさんは学校内に自
分を受け入れてくれる居
場所を求めていたんだ。 

でも，タカダ先生
だけにまかせてお
いていいのかな・・・ 

保護者が積極的に
治療を求めないと
治療はできません。 

トオルさんの行動パ
ターンが予測できる
と接し方にも余裕が
出てきた。 

タカダ先生だけ
でなく，他の職
員も取り組んで
いるという姿が
トオルさんに伝
わってきたね。 

父親は忘れ物を学校に届けてくれるようになって
きた。もう少し，トオルさんの気持ちに寄り添っ
てもらえるよう学校から働きかけよう。 

もう少し様子を見て
対応しましょう。 

外部機関に働きかけ 
ながらもう一度，校内体制を 

見直してみよう。 

●「外部機関」との連携を 
　探り始めたが・・・ 

●トオルさんの変容で，他の生徒のことも理解しようと動き出す職員 

●「校内体制」で新たな試み 

適応指導員として加配されたタカダ先生を
中心に校内体制を再構築しました。 

トオルさんのケース会議を通して他
の生徒も理解しようと動き出した職
員。不登校の生徒に対するケース会
議も行われるようになりました。 

医師 

教育委員会 児童相談所，保健所等 

ケース会議 

ケース会議 

ケース会議 

トオルさん 

トオルさん 

行動が落ち着き 
始めたトオルさん 

苦手なことにも取り組 
み始めたトオルさん 

タカダ 
   先生 

・「タカダ先生バス 
     ケットしようぜ。」 
　等と，タカダ先生 
　をスポーツに誘う。 
・自らタカダ先生に 
　話しかけるように

なり，乱暴に振る舞うことが少
なくなる。 

・「自分」を意識し
　て行動しようと
　することが多く 
  なる。「僕は暴力
　 はやめるんだ。」 
・「タカダ先生，た

まには勉強しよう。」「家は
つまらない。学校がいい。」 
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　マサオさんは中学校に入学してから，環境が変わったためか一日の日課の流れがつかめず，パニッ
クを起こすことが多くなりました。また，授業中はノートに絵を描くなど，学習に集中できない状態
が続いています。担任としては，具体的な手立てが分からず悩んでいます。 

時間いっぱい授業に参加できるように 
～スクールカウンセラーの助言を生かした支援～ 

事例 

23
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特別支援学級のミズノ先生は 
サトウ先生に相談しました 

＜スクールカウンセラー・サトウ先生からのことば＞ 

授業が始まっても，集中でき
ないようです。（教科担任） 

授業参観をして，マサオさんへのかか
わり方を一緒に考えましょう。まず，
マサオさんの話を聞きたいと思います。 

休み時間に虫取りに夢中
だけど次の授業に間に合
うのかな？（友だち） 

授業が始まっても廊
下にいることがあり
ますよ。（養護教諭） 

行動に落ち着きがなく
困ったな… 
棚の中に隠れるという
こともあるし… 

●マサオさんは，いろいろな場面で行動に落ち着きがなく困ったな？ 

●スクールカウンセラー・サトウ先生からの助言 

●授業中，学習に集中できないマサオさんへの支援 

授業はスモールステップで行い，短い時間の中で集中できるようにしたらどうでしょうか。短い休憩時
間を入れて目標をもてるようにしましょう。 

視覚を通して，一日の日課を分かりやすく掲示をしましょう。日課の変更があるときは，早めにマサオ
さんに伝えましょう。 

落ち着きのない時には，じっくりとマサオさんの話を聞きましょう。できるだけ，マンツーマンの時間
をとりましょう。 

サトウ先生の助言をもとにミズノ先生は，教科担任者会でマサオさんへの支援を考えました。 

＜助言１＞ 

＜助言2＞ 

＜助言3＞ 

○１時間通しての授業は，なかなか集中できないマサオさんに，ドリル学習を採りいれて，１５分学習したら５
分間休憩時間をとり，後半の学習を行うようにしました。慣れてきたら少しずつ時間を延ばしていくようにし
ました。 
教科担任へも，マサオさんに対して同じような支援をお願いしました。 

○視覚的に興味がわくような板書の工夫をしました。 
　（文字を大きくしたり・項目ごとにチョークの色を変えたりするなど） 



○授業のスライドの中に，マサオさんとのマンツーマンの時間があります。授業の始めの２０分間をマサオさん
の悩み相談・興味関心のあることなどをじっくり聞く時間をとりました。 

＜変容：マサオさんからミズノ先生に話かけるようになってきました＞ 
・初めは，ミズノ先生からマサオさんに質問をして会話をすることが多かったのですが，そのうちに，マサオさ
んからミズノ先生へ話かけるようになってきました。マサオさんの悩みや興味のあることが分かり，だんだん
と楽しい会話が続くようになってきました。 

共に歩む 
  スクールカウンセラーの先生から助言いただいたことで，担任がマサオさんへの支援の方向
を理解することができました。担任一人で抱え込まず，相談者を求めたことが大変有効であっ
たと思います。助言されたことをそのまま受け入れるのではなく，学校のどの場面でどのよう
に生かしていけるのかを，探っていきましょう。教科担任とも情報を交換して，継続した支援
となるようにすることが大切です。 
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　１年生の頃は， 授業が始まっても， 学習になかなか集中できなかったり，その日の予定が急に変更にな
ると教室移動できなかったりしたマサオさん。３年生になった現在，５０分授業の時間いっぱい取り組む
ことができるようになってきました。スクールカウンセラーのサトウ先生の助言をもとに，ミズノ先生は，
授業での時間の使い方や，適切な課題のもち方を試行錯誤しながら支援を継続してきました。そして，教
科担任の先生方にも同じような支援のしかたをお願いしてきたので，マサオさんは前向きな姿勢で授業を
受けられるようになってきました。 

明日の予定が
分かったので，
安心した。 

ミズノ先生と
話してすっき
りした。 

チームで支援する特別支援学級 

●３年になったマサオさんとミズノ先生 

●落ち着かないと棚の中に隠れてしまうマサオさんへの支援 
 

○予定黒板に次の日の予定を書くのを，マサオさんの分担にしました。 
 　（明日の教科のスライド・給食や清掃の時間・下校時刻・持ち物など） 

＜変容：日課が分かり安心して一日を過ごせるようになってきました＞ 
・毎日継続して予定を板書することで，その日の日課に見通しをもつことができ，パニックを起こしたり，授業
に遅れたりすることがなくなってきました。 

●授業が始まっても虫取りしていたり，教室に入らなかったりするマサオさんへの支援 

＜変容：学習に向かう姿勢が改善されてきたマサオさん＞ 
・初めは時間が気になり「あと何分で休憩」と尋ねていたマサオさんでしたが，目標をもって１５分間程は集中
して学習できるようになりました。 

・ノートのまとめ方も自分で工夫して，板書のとおりに色を変えて，まとめるなど学習も興味をもち，楽しく行
えるようになってきました。 

マサオさん 
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連携で得た情報を学校生活へ 
～保護者，医療，福祉機関の方との連携～ 

事例 

24
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　ナガシマ先生は，イチロウさんが不安定になる状況を「何とかしなくては」
と思いながらも，よい支援の方法が見つからず一人で悩んでいます。 
 
 
●特別支援教育コーディネーターの先生と協力して（情報交換を積極的に） 
　ナガシマ先生の姿を見て,特別支援教育コーディネーターの先生が心配して声をかけてくれました。
そして，イチロウさんの教室での様子や自分が困っていることなど相談する中で，今までの支援の状
況を整理し支援の方向を考えてみてはどうかとアドバイスをもらいました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●イチロウさんへのよりよい支援に向け，みんなでアイディアを出し合って 
　特別支援教育コーディネーターの先生に窓口になってもらい，関係機関に出かけたり，学校に来て
いただいたりして，イチロウさんの生活にかかわりのある方と支援の方向について，情報交換や意見
交換をしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　ナガシマ先生は困っていることで頭がいっぱいになっていましたが，連携する中でイチロウさんの
伸びてきているところや頑張っていることなど，違った角度からイチロウさんのことを考えることが
でき，とても参考になりました。 

・イチロウさんを以前からよく
知っている人や現在かかわり
のある人と情報交換をしてみ
ましょう。 
・イチロウさんへの今までの支
援の状況を「個別の教育支援
計画」のネットワークを活用
してみてはどうでしょう。 

タカダさん（○○病院） 
・現在行っている作業療法の内容やその意味 
・絵，写真カードを利用したコミュニケーション支援 
・気持ちが不安定になった時の対応 

ナガシマ先生（学校） 
・見通しのもちやすい時間割や日課の工夫 
・写真や絵カードなど視覚的な情報を利用した支援 
・作業療法の内容も参考にした学習 
・気持ちが不安定になった時の対応 

シライさん（相談療育センター） 
・写真や絵カードを利用した見通しのもちやすい生活 
・気持ちが不安定になった時の対応 
・家庭での余暇の過ごし方 

保護者（家庭） 
・規則正しい生活リズム 
・余暇の過ごし方の工夫 
・気持ちが不安定になった時の対応 

　４月になって環境が変わり，イチロウさんは，気持ちが不安定になると激しく泣き続けたり，周り
にいる先生や友だちに突然つかみかかったりします。イチロウさんが安定した生活を送れるようにす
るにはどのように支援したらよいか，特別支援学級のナガシマ先生は一人で悩
んでいる毎日です。保護者もイチロウさんの最近の様子を心配しています。こ
んなときは，どうしたらよいのでしょうか？ 

外部機関との連携 
　　シリーズ参考ページ 
　　　　第３集　４８ページ 
個別の教育支援計画 
　　シリーズ参考ページ 
　　　　第３集　７０ページ 



●いただいた情報をイチロウさんの学校生活に生かして 

共に歩む 
　子どもへの支援で困った時，学校生活の場面だけをとり上げて一人で考えるのではなく，そ
の子にかかわっている保護者，地域の支援者、医療関係者などとのつながりを活用することが
大切です。他の支援者と連携し，情報交換をすることによって，いろいろな角度からその子の
姿を理解し合い，よりよい支援の方向を一緒に考えます。 
　そして，現在の学校生活でその子の実態に合わせて，支援の方法を工夫することが大切にな
ります。話し合ったことが、そのまま生かされないケースもありますが、学校での子どもの姿
をよく知る私たちが、試行錯誤しながらチャレンジしていくことが大切と考えます。 

チームで支援する特別支援学級 
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過剰な刺激を少なくするようにして 
○人につかみかかるなどの不適切な行為がコミュニケーションの手段
とならないように，周囲の先生は過剰に反応しないということを全
職員で確認しました。 

○気持ちが不安定な時は,むやみに声をかけることをせず，静かで刺激
の少ない場所（会議室,視聴覚室）に移動し，見守るようにしました。
長い時でも30分ぐらいのうちには気持ちが落ち着くようになりま
した。 

○狭い場所に子どもたちが大勢いるような状況は，気持ちが不安定に
なりやすいので避けるようにしました。 

一日の予定を絵カードで示すようにして 
○一日の日程を,授業の時間割だけでなく,「着
替え」「給食」「はみがき」などの活動も含
めて絵カードを掲示するようにする。 

 
 
○毎朝イチロウさんと一緒にカードを指差しな
がら予定を確認するようにした。しかし，一
つの活動が終わった後,次の活動へ自ら取り組
むという姿になかなかつながらない。 

 
 
○掲示されたカードのどこを見ればよいかが分
からないのではないか？ 

 
 
○活動が終わったカードを取り外すようにして，
次の活動のカードが示されるようにする。 

 

活動の終わりが目で見て分かるようにして 
　イチロウさんは，好きな活動をやめなけれ
ばならない時や授業の途中で不安定になって
しまうことがあります。それは，「どこで活
動が終わりになるのか」が，分からないから
ではないかと考えました。 
 
○１時間に学習する量の教材を最初に見えるよう
に示し，無くなれば終わりとする。 

○教科書や本を使用するときは,終わりのページ
に「おわり」と書いたカードをつける。 

○「時間の終わり」については,イチロウさんは，
時計を見て終わりを理解することは難しか
ったので，好きな遊びをやめる時などは,「タ
イムタイマー」を使い「赤い色の部分が無く
なったら終わり」とし，同時に「おわり」と
書いたカードを示すようにする。 
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効果的な医療との連携 
学校での記録をもとに医療機関と支援について考えていった事例 

事例 

25
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●４月，ヤスシさんが情障学級に入級してきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●５月，Ａ病院小児科で受診 
　ヤスシさんの学校生活を心配した保護者は，スクールカウンセラーに相談したところ小児科への受
診を勧められました。受診のとき，タケダ先生は学校での記録を医師に届けてもらいました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●医師のコメントから，タケダ先生が考えたことは・・・ 

　情緒障害特別支援学級（以下情障学級）に入級してきたヤスシさん（小2）は，自分の好きなこと
をしている時間は集中しているけれど，それ以外の時間は，なかなか落ち着いて学習に取り組むこと
ができません。このようなヤスシさんをどう理解し，ヤスシさんが学習に集中できるようにするため
には，どうすればよいのでしょうか。 

・好きな絵を描いている時間は，集中しています。 
・みんなと一緒に何かやろうとしても，なかなか集団の輪の
中に入ろうとしません。声を上げながら歩き回っているこ

とがよくあります。また，一人で教室から
出て行ってしまうこともよくあります。 
・視線が定まらず，にこにこしながら首を動
かしていることがよくあります。そんなと
きには，話しかけてもなかなかこちらへ気
持ちを向けてくれません。 

　プライバシー保護の立場から，学校での記録を外部へ出すことについては，事前に保護者や
学校長の承諾を得ることが必要です。 
　ヤスシさんの場合は，保護者に学校での様子を参観していただき，保護者と担任が共に「ヤ
スシさんが，落ち着いて生活できるための支援を考えていきたい。」と同じ気持ちになれまし
た。そこで，医療機関への資料提供の了承を得ました。 

・給食の時間，みんなと一緒にランチルームへ行
くことができず，他の子どもたちが食べ始めた
頃にようやくランチルームへ入ってくることが
多いです。 
・歌は好きなのですが，音楽の時間，なかなか音
楽室へ行くことができません。 
・音楽集会の時，ステージに上がり歩き回ってい
たので，席につくよう促すと，興奮して声を出
していました。 

　このような障害がある子どもに
初めて出会ったタケダ先生は，ど
うしていいかわからず悩みました。 

とにかく， 
記録を取ろう。 

・ランチルームや全校集会などは，騒がし
い感じがいやで中に入れないのではない
でしょうか？ 

・スムーズに移動ができないときには，次の行動を示すカード
を作って指示してみてはどうでしょう。 

・一日の流れを表にして記録をしてみると，後で分析がしやす
くなると思います。 

・行動を落ち着かせる薬が必要だと思いますので処方します。
服薬してみての様子をまた教えてください。 

タケダ先生の記録 医師からのコメント 

　ランチルームへなかなか入れないのは，騒がしさがいや
なんだと考え，最も騒がしい配膳のときは，ランチルーム
へ入らなくてもいいことにしました。 
　それから，4時間目が終わってからランチルームへスム
ーズに移動できるように左のようなカードを作って示しな
がら声を掛けるようにしてみました。こうすることで，以
前よりもランチルームに行って食べ始める時間が早くなっ
てきました。～耳から入る指示に加えて，目で見てわかる
カードがヤスシさんには分かりやすいんだな。～ 

　薬を飲み始めて，以前よ
りも表情が落ち着き，こち
らの話すことも聞いてくれ
ることが多くなってきたな。 
　次は，ランチルームへの

移動について，
考えてみよう。 

シリーズ参考ページ 
第１集　１４ページ 



●7月に受診する時，表にまとめた記録を保護者に届けてもらいました。 

共に歩む 
　情緒的に不安定な状態が続き，学校での活動がうまくいかない時，医療との連携を考える必
要があります。このケースでは，スクールカウンセラーの助言により，医療機関へ受診するこ
とになり，服薬することで，安定した学校生活を送るための素地ができてきました。 
　また，医師からのコメントをかみ砕き，いかにその子の学校生活の中に生かしていくか検討
し，実行していくことが教師としての大切な役割です。 
　家庭や医療機関と連携していく上で，基本となるのが日々の記録です。毎日，わずかな時間
でも，忘れずに記録をとることで，その子の特徴やよさを見直すこともできます。 
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●医師のコメントから，タケダ先生が考えたりやってみたりしたことは・・・ 

●タケダ先生の思い～ヤスシさんとの１年間を振り返って～ 
　何とかヤスシさんが安定した学校生活を送るための糸口を見つけたい・・・という思いでとにかく
記録をとっていこうと思いました。教卓の上に記録ノートだけは出しておいて，「こんなことがあっ
て困った。」「あれ？いつもと違うな。」と思った時に，忘れないうちに書き留めました。授業が終
わってすぐに，それができない時には，放課後にとにかく1～2行でも書くことにしました。 
　その記録を保護者の了承を得て，医師に読んでもらいアドバイスいただいたことを元に，ヤスシさ
んへの接し方，支援の方向を，自分なりに考え直すことができました。 
　また，薬を飲むことにより，ヤスシさんが落ち着いていられる時間が増え，安定した学校生活を送
るための素地ができてきました。そのことにより，活動に集中できる時間が増え，ヤスシさん自身が，
自信をもって取り組むことのできる活動が少しずつ増えていきました。 

１．ヤスシさんの力で十分できる課
　　題を用意しよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
　新しい漢字を覚える学習をすると
きには，ヤスシさんと相談して量を
決め，２～３文字ずつにしました。 

これだけやっ
たら，好きな絵
を描いてもい
いよ。 

これなら， 
ぼく 
できるよ！ 

　薬を飲むことで落ち着くようですので，このま
ま続けて服用するのがよいですね。 
・信頼し，甘え，受け入れてもらえる体験が，情
緒の安定の土台を作ります。だから，受け入れ
ていただけた後は，安定して，怒らずにいられ
るのですね。 

・ネガティブな発言は聞き流すように対応するの
がよいと思います。 

・失敗したことを繰り返すのは，自尊心を砕くこ
とになります。これまで強い自信をもたずにき
た子どもさんは，不安定でもろい自信の上に立
っていますので，成功する体験を多く積ませて
いただきたいのです。本人の力より，少し易し
い課題を用意し，「よくできた」という体験を
多くさせてください。 

医師からのコメント タケダ先生の記録 

○月12日 
（月） 

○月14日 
（水） 

○月16日 
（金） 

日時 校時 教科・その他 

１ 

１ 

音楽 
（原学級） 

体育 
（原学級） 

国語 

ヤスシさんの様子・教師の対応 

行きたがらないので，今日は肩ぐるまで音楽室まで連れて行く。
着席を促すと，ちゃんとすわって学習を始めた。授業後，音楽の
先生から「教師の指示を聞けるようになった」と言われた。 

みんなの中に入ってドッジボールをする。外野で当てたり，内野
で当てられたりするが，怒ったりせず進んで楽しんでいる姿が見
られた。４月以来初めてだった。 

朝 

・朝の会 
 （「じゃん 
 けんれっ 
 しゃ」） 

「じゃんけんれっしゃ」では，勝てなくて面白くなかったらしく，「じ
ゃんけんれっしゃなんかやりたくない。」とわざと聞こえるよう
に言ったが，こちらは聞き流すように対応していた。これでよか
ったのだろうか・・・。 

１ 

用意してあった国語のプリントを書いていた。早くできて持っ
てくるが，間違っていたところのやり直すよう指示したところ，涙
目になっていた。もう少し易しいレベルのプリントで自信をもつ
ようにした方がよいのかもしれない・・・。 

２．ネガティブな発言は聞き流すように対応しよう。 
　ネガティブな発言は聞き流すように対応することで，強
く指導することを減らすことができました。また，ヤスシ
さんがよい行動に向きかけたときをとらえほめるように心
がけました。 
 
３．機会を作って，できるだけ一緒に遊ぶよ
　　うにしてみよう。 
　一緒に遊んでいると，とてもいい表情を見
せてくれました。先生と一緒に遊びたくて，
ヤスシさんの方からかかわってくることも増
えてきました。人間関係を築いていく上で，
まだまだ遊ぶことが必要なんだと思いました。 
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　特別支援学級に在籍しているエミコさん。保護者は，エミコさんの障害を受容できずに，中学３年
生になっても将来の進路の方向が定まらないでいました。エミコさんは不安定になり授業に集中でき
ない状態が続いています。ミツイ先生は，生徒の実態を保護者にどのように理解してもらえばよいか
悩んでいます。                          

●卒業後の進路，父親とエミコさんの希望にずれがありミツイ先生は困っています 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●担任は，保健所や病院などに相談することをすすめました 

子どもへの理解を深めながら行う進路選択 
～ 外部機関の利用や体験入学を通して ～ 

事例 

26

60

父親は高校進学，エミコさんは養護学校高等部進学を希望 

　保護者と話をして，保健所でカウンセリングを受けることにしました。カウンセリングをし
た後，Ａ病院を紹介され保護者とエミコさんは受診をしました。いろいろな検査を行い，エミ
コさんには発達に障害があることが，保護者に伝えられました。父親はそれまで障害について
深く理解をしていませんでしたが，初めてエミコさんに障害があることがわかりました。それ
でも，高校へ進学をさせたいという父親の気持ちに変わりはありませんでした。 

＜ミツイ先生＞ 
　エミコさんは，授業中に「ボー」としていること
が多くなってきました。私も心配なので，校内の
先生方にも相談してみます。 

＜母親の悩み＞ 
　私は，エミコさんの希望を尊重したいのですが，
お父さんに気を遣いどうしたらよいか悩んでいま
す。 

＜母親＞ 
エミコは、これからどんな進路
を考えたらよいか心配です。 

＜ミツイ先生＞ 

　お父さんも一緒に保健所や病院に行っていただいたことは，大変有意義なことです。これ
から高校見学や養護学校体験入学もありますので，お父さんも是非参加して，その学校の授
業内容や，その学校でのエミコさんの活動の様子を見てください。 

懇
談 

保健所と医療機関を受診して 

＜エミコさん＞ 
　病院の先生に
お話を聞いても
らってよかっ
た。これからの
進路，どうした
らよいかな？ 

＜父親＞ 
　エミコに障害があること
が分かりましたが，どのよ
うな進路をとったらよいか

を先生と相談を
したいです。
高校へは，行
かせたいと思
っています。 

校内委員会を開き，養護教諭から外部相談機関を紹介されました。 

懇　談 



●Ｂ高校見学とＣ養護学校高等部の体験入学をしました 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●進路が決まり，明るさを取り戻したエミコさん 

共に歩む 
　進路に関して，保護者と子ども，学校の意見がなかなか折り合わないことがあります。その
場合，保護者が子どもの障害を受け入れることができずにいることが原因になっていることも
あります。 
　このケースでは，校内委員会や担任からのアドバイスで外部相談機関を受診し，障害につい
て保護者の理解を得ることができました。また，複数の学校で体験学習を行い，入学後の生活
をイメージしながら学校を選択しました。保護者も本人も納得して学校を選ぶことができました。 
　保護者と学校と子どもの状態について共通理解し，子どもの将来を見据えた上で，本人の希
望と重ね合わせて，進路を選択していくことが大切です。 
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＜母親＞ 
　高校の勉強は，エミコがつい
ていけるか心配です。養護学
校は，作業学習など，楽しそうに
活動していました。 
 養護学校なら，本人も活動し
ていけそうかな？ 

＜エミコさん＞ 
　私は高校の勉強では，内
容が難しくて，プレッシャ
ーかな… 
　やっぱり，養護学校へ行
きたいです。 イラスト 

＜ミツイ先生＞ 

　２つの学校で体験入学を行いました。エミコさんの活動の様子を参観した感想は，
いかがですか？エミコさんの将来のことを考えて，家族で話し合ってください。
エミコさんは，お家の方に自分の進路の希望や，自分の気持ちを伝えてください。
１１月中に，もう一度懇談会を行い，進路の方向を具体的にしていきましょう。 

＜父親＞ 
　両方の学校を見学しまし
た，まだ迷っています。将
来のことを考えて，どうし
たらよいかを，家族で話し
合いたいと思います。 

＜ミツイ先生＞ 

　エミコさんの，進路の方向が決まってよかったです。エミコさんは，これからＣ養護学校
へ進むための学習の準備をしていきましょう。お家の方も，エミコさんを励ましていってく
ださい。 

＜エミコさん＞ 
　養護学校は，先
輩もいるので，心
強いな。お父さん
も賛成してくれて
よかった。 

＜父親＞ 
　病院のカウンセリングや
学校見学をして，学校の様
子も分かりました。ミツイ
先生のお話を元に家族でエ
ミコと話し合いましたが，
将来のことや本人
の気持ちを第一
に考えて，養護
学校への進学を
お願いします。 

＜母親＞ 
　両方の学校を見学しました
がエミコの希望通り養護学校
へ行く方向で考えたいと思い
ます。 
　お父さんの気持ちも変わり，
エミコも喜んでいま
す。 
 これで，やっとわ
たしも安心しまし
た。 

懇　談 

懇　談 
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　特別支援学級に在籍する児童の中には，中学校に進学することに強い不安を訴えることがあります。
場合によっては，中学校入学後に不登校などの二次的な障害を招いてしまうこともあります。 
　これは，安心して中学校に進学するために，交流会や体験入学などを活用した事例です。 
 

小学校と中学校をつなぐ交流会 

～安心して中学校に進学するために～ 

 

事例 

27
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●中学校進学に向けて，タカシさんの悩み 
　タカシさんは，小学校の特別支援学級に在籍している６年生です。小学校では，休み時間になると
原学級の友だちが特別支援学級に遊びにやってくるなど交流が盛んです。原学級の学級担任や友だち
との関係もとても良好です。 
　ある日，タカシさんは，特別支援学級担任のサトウ先生に中学校に進学することへの不安を訴えま
した。サトウ先生は，タカシさんの不安の原因を一緒に探っていきました。すると，タカシさんは，
次のことを心配していることがわかりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●中学校区の特別支援学級担任者会で相談 
　タカシさんが進学する中学校は，３つの小学校から生徒が集まってきます。 
 
　サトウ先生は，関係する学校の先生方に，タカ
シさんの悩みなどを相談してみました。すると，
他の小学校の先生方から，タカシさんのように中
学校進学に対して不安を感じている児童や保護者
がたくさんいるということが分かりました。 
 
 
 
 

　サトウ先生たちは，このような児童や保護者の
不安を解消し安心して中学校に進学ができるよう
に，中学校と中学校区の小学校の特別支援学級が
１年間を通して交流会や特別支援学級への体験入
学，担任による授業見学，保護者見学会などをお
こなう計画をたてました。 

 

中学の先輩は，どんな
人たちだろう。 
怖かったらいやだな。 

小学校と生活や勉強の
しかたが違うのかな。 

中学校の特別支援学級
には，どんな友だちが
くるのかな？ 

私の学級のカオリさんも不安を訴えているよ 

私のクラスのタロウさんは，新しい人たちの
前だと緊張して喋らなくなるんだよね 

ぼく，原学級の友だち
と仲良くなれるかな。 

通常の学級に在籍する生徒が中学校に進学

して混乱することなく過ごせるためには，

特別支援教育コーディネーターを中心とし

た小中学校間の連携などが必要です。 

そのための方法については，シリーズ 

第3集　52ページ～53ページ 

　　　  68ページ～69ページなどを 

ご覧ください。 

タカシさん 

中学校の先生
にも児童の姿
を知っておい
てほしいね 

新しい環境 
に慣れておく
必要がある
ね 



●特別支援学級　小中連携にかかわる１年間の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 交流会のポイント１　会場校は持ち回りにしました。 
　交流会の会場校は持ちまわりにしました。これは，友だちがどのような環境で生活しているのかを
お互いに理解しあうためにも大切です。 
 
 交流会のポイント２　交流会は，中学生，小学生混合のグループをつくる 
　児童生徒にとっては，楽しい一日になると同時に，友だちに慣れるということからも混合グループ
にしました。最初は緊張もありますが，やさしい中学生の先輩を知り，安心して交流会に参加できる
ようになります。集団参加が苦手な児童生徒には，一人になれる場面や場所も必要です。 
 
 交流会のポイント３　多くの先生方に参加してもらいましょう。顔合わせをしましょう。 
　特に中学校では，来年または今後入学してくる生徒の実態を多くの職員に理解してもらうためにも，
先生方を交流会に招待しましょう。校長先生や教頭先生が児童の実態を知っているということは，中
学校進学後の支援体制作りなどに有効です。また，進学してくる児童にとっても中学校の職員の顔を
知っているということは安心にもつながります。 
 
 体験入学のポイント　体験入学は「楽しい」という気持ちを大切に。 
　体験入学では，説明だけでなく，実際に授業に参加してもらいました。特に教科学習への参加では，
あらかじめ小学校の担任と相談して，解きやすい問題を用意して，「中学の授業も楽しい」という印
象を持ち帰ることができるように配慮します。体験入学の感想でも「よかった。安心した」というコ
メントが多く寄せられます。 
 
●入学後の姿から 
　中学校では，交流会でタカシさんの様子を見た先生方の意見を取り入れながら，原学級の学級編制
をして，タカシさんを迎えました。タカシさんは，交流会で馴染みのある先輩たちや校舎に対して大
きな抵抗感もなく中学校生活のスタートをスムーズに切り，溶け込むことができました。 

共に歩む 
　中学校に進学する児童は，見知らぬ世界にたくさんの不安を抱えています。交流会を通して，友だち
のことや学校のことを知り，中学校入学に備えていくことができます。そして，児童生徒だけでなく職員
同士も交流が深まり互いに相談ができるようになると，入学後にトラブルが起きた場合も小学校の担任
から情報や対応策を受け取りながら対応ができます。その結果，不登校などの二次的な障害を予防す
ることにもなり，生徒にとって学校が楽しい場所へとつながっていきます。 
　そして，小中学校が一緒になって活動を長く続けていくコツは，簡単にできることを毎回積み重ねて
いくことだと思います。 
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月 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
1 
2 
3

内　　　　容 
自己紹介をしよう。〔交流会〕 
  
カレーを作ってみよう。〔交流会〕 
   
一日キャンプに出かけよう。〔交流会・社会見学〕 
中学校の文化祭を見学しよう。〔学校見学〕 
中学校見学会　中学の授業を見てみよう。〔保護者参観〕 
体験入学会①　生活単元学習に参加しよう。 
クリスマス会をしよう。〔交流会〕 
体験入学会②　教科学習に参加しよう。  
お別れ会をしよう。〔交流会〕 
特別支援学級担任者連絡会〔反省と来年度の計画〕 

会　　場 
中学校 
  

Ａ小学校 
   

キャンプ場 
中学校 
中学校 
中学校 
Ｂ小学校 
中学校 
Ｃ小学校 
中学校 

会場校の校長先生や
教頭先生，養護教
諭，生徒指導の先生
も交流会を見に来て
欲しいですね。 



児童生徒等の障害の重複化に対応した適切な教育を行うため，現在の盲・聾・
養護学校から障害種別を超えた特別支援学校とするなどの改正を行う。 

・盲学校，聾学校，養護学校を障害種別を超えた特別支援学校に一本化。 
・特別支援学校においては，在籍児童等の教育を行うほか，小中学校等に在 
　籍する障害のある児童生徒等の教育について助言援助に努める旨を規定。 
・小中学校等においては，学習障害（ＬＤ）・注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）等 
　を含む障害のある児童生徒等に対して適切な教育を行うことを規定。 

・現在の盲・聾・養護学校ごとの教員免許状を特別支援学校の教員免許状とし，
　当該免許状の授与要件として，大学において修得すべき単位数等を定める 
　とともに，所要の経過措置を設ける。 

・特別支援学校の創設及び特殊教育を特別支援教育に改めることに伴い，関 
　係法律について所要の規定の整備を行う。 

・平成19年4月1日 
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特別支援教育の推進のための 
学校教育法等の一部改正について（概要） 

概要 

趣旨 

施行期日 

その他の関係法律の一部改正 

教育職員免許法の一部改正 

学校教育法の一部改正 



　県教育委員会では，障害のあるすべての子どもに対する支援の充実を図るために「特別支
援教育相談」を実施しています。以下の機関の担当者にご相談ください。 

長 野 盲 学 校　 ０２６-２４３-７７８９ 
松 本 盲 学 校　 ０２６３-３２-１８１５ 
長 野ろう学 校　 ０２６-２４１-５３２０ 
松 本ろう学 校　 ０２６３-５８-３０９４ 
長野養護学校　 ０２６-２９６-８３９３ 
伊那養護学校　 ０２６５-７２-２８９５ 
松本養護学校　 ０２６３-５９-２２３４ 
上田養護学校　 ０２６８-３５-２５８０ 
飯田養護学校　 ０２６５-３３-３７１１ 
安曇養護学校　 ０２６１-６２-４９２０ 
小諸養護学校　 ０２６７-２２-６３００ 
飯山養護学校　 ０２６９-６７-２５８０ 
諏訪養護学校　 ０２６６-６２-５６００ 
木曽養護学校　 ０２６４-２２-３５５３ 
花田養護学校　 ０２６６-２８-３０３３ 
稲荷山養護学校　 ０２６-２７２-２０６８ 
若槻養護学校　 ０２６-２９５-５０６０ 
寿台養護学校　 ０２６３-８６-００４６ 

佐久教育事務所（教育相談）　 ０２６７-６３-３１８２ 
飯田教育事務所（教育相談）　 ０２６５-５３-０４６２ 
松本教育事務所（教育相談）　 ０２６３-４７-７８３０ 
長野教育事務所（教育相談）　 ０２６-２３２-７８３０ 

＜東北信地区＞ 
特別支援教育課　０２６-２３５-７４５６ 

＜中南信地区＞ 
松本盲学校　０２６３-３６-９５１５（直通）　　 
※幼・保の教育相談・就学相談を中心に行います。 
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特別支援学校 
教育相談担当教員等 

総合教育センター 
生徒指導・特別支援教育部 

担当専門主事 

生徒指導・特別支援教育部　 ０２６３-５３-８８０５ 

教育事務所 
特別支援教育担当指導主事 

特別支援教育課 
特別支援教育地域化主任推進員 

支 援 情 報 支 援 情 報 

特別支援教育相談 

＜手続き＞ 
1随時，電話で申込 
2相談日時，場所等を打合せ 
3教育的支援の開始 
※電話相談も受け付けています。 

＜支援の内容＞ 
1障害のある子どものアセスメントとその理解 
2個別の指導計画の作成 
3授業等における有効な支援方法，教材・教具づくり 
4校内支援体制の構築，関係諸機関との連携 
5保護者支援 
6就学相談　　　　等 
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　１０圏域ごとに障害者総合支援センターが設置されてい　１０圏域ごとに障害者総合支援センターが設置されています。障害のある児者が地域でます。障害のある児者が地域で
安心して生活できるように，関係機関と連携して地域に根安心して生活できるように，関係機関と連携して地域に根ざした支援を行っています。療ざした支援を行っています。療
育コーディネーター等が，面接・電話・訪問等により相談育コーディネーター等が，面接・電話・訪問等により相談支援を行います。支援を行います。 

　１０圏域ごとに障害者総合支援センターが設置されています。障害のある児者が地域で
安心して生活できるように，関係機関と連携して地域に根ざした支援を行っています。療
育コーディネーター等が，面接・電話・訪問等により相談支援を行います。 

●：中核センター 
○：その他のセンター 

●障害者総合支援センター 
　「こころん」 

○療育支援センター 
　「ひだまり」 

○ＮＰＯたんと 

○障害者生活支援センター 

●障害者総合支援センター 
　中央センター 

○地域生活支援センター 
　「やすらぎ」 

●障害者総合支援センター 
　「ぱすてる」 

●障害者総合支援センター 

●障害者総合支援センター 

○飯田市療育センター 
　「ひまわり」 

○障害者自立支援センター 
　「ハーネット・いいだ」 

○地域生活支援センター 

●障害者総合支援センター 
　「ともに」 

●障害者総合支援センター 
　「ｗｉｓｈ」 

○障害者自立センター 
　「ピアネット２１」 

○地域生活支援センター 
　「燦メンタルクラブ」 

○相談療育センター 
　「あいあい」 

０２６７-６３-５１７７ 

０２６７-２２-５５４５ 

０２６７-６８-７９７７ 

０２６７-６８-１００６ 

０２６８-２７-２０８４ 

０２６８-２５-２０００ 

０２６６-５４-７３６３ 

０２６５-７４-５６２７ 

０２６５-２４-３１８２ 

０２６５-２３-６０９７ 

０２６５-５６-４４７４ 

０２６５-５６-８７３２ 

０２６４-５２-２４９４ 

０２６３-２６-１３１３ 

０２６３-２７-７２１１ 

０２６３-３９-４６２４ 

０２６３-６４-１１６１ 

佐久市取出183 
佐久市野沢会館内 

小諸市塩野上大宮1-88 

佐久市長土呂587-6 

佐久市猿久保331 

上田市中央3-5-1 
ふれあい福祉センター２階 

上田市住吉167-1 
住吉センター 

諏訪市小和田19-3 
諏訪市総合福祉センター１階 

伊那市伊那1499-7 
希望の家内 

飯田市上郷黒田341 
上郷保健センター内 

飯田市松尾新井5933-2 

飯田市東栄町3108-1 

飯田市箕瀬町2-2561-4 

上松町荻原1460 
上松荘内 

松本市双葉4-8 
社会福祉センター別館 

松本市双葉4-16 
社会福祉センター内 

松本市城西1-9-2 

松本市刈谷原町759-1

佐 久 圏 域
 

上 小 圏 域  

諏 訪 圏 域  

上伊那圏域

 

飯 伊 圏 域

 

木 曽 圏 域  

松 本 圏 域  

設置場所 機 関 名 國　　域 電　　話 

障害者総合支援センター 
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　県内で暮らしている自閉症の方が，それぞれの特性を理解された上で，暮らしの
地域の中で必要な支援を受けることができる支援体制づくりを目指しています。医師，
臨床心理士，作業療法士，言語聴覚士等が予約制で相談支援を行っています。 

●障害者総合支援センター 
　「あるぷ」 

●障害者総合支援センター 
　「スクラムネット」 

●障害者総合支援センター 

○障害者自立支援センター 
　「マイ・ステップ」 

○稲荷山医療福祉センター 

○障害者総合支援センター 
　「歩楽里」 

○長野就労支援センター森と木 
　「ベターデイズ」 

○地域生活支援センター 
　「スローステップ」 

○地域生活支援センター 
　「はばたき」 

○地域生活支援センター 
　「希来里」 

○地域生活支援センター 
　「皆神ハウス」 

○ワークスペース夢工房 

障害者総合支援センター 

０２６３-７３-４６６４ 

０２６１-２６-３８５５ 

０２６-２８５-１９００ 

０２６-２６８-０６６６ 

０２６-２７２-１４３５ 

０２６-２５７-５９５５ 

０２６-２５９-９９７０ 

０２６-２９５-３０７７ 

０２６-２８５-５３０４ 

０２６-２６７-５６８５ 

０２６-２７８-７４６６ 

０２６-２４８-３７４１ 

０２６９-２３-３５２５ 

安曇野市豊科4156-1 

大町市大町1129 
総合福祉センター内 

長野市川中島町今井1387-5 
ハーモニー桃の郷内 

長野市鶴賀栗田1038-8 
ゆたかビル1階 

千曲市野高場1835-9 

長野市豊野町蟹沢2600-1 

長野市平林163-5 

長野市徳間3222 

長野市川中島町今井1387-5 
ハーモニー桃の郷内 

長野市稲葉147-5 

長野市皆神台157 

須坂市本上町1380 

中野市笠原７６５-１ 

松 本 圏 域  

大 北 圏 域  

長 野 圏 域  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北 信 圏 域  

 

設置場所 機 関 名 電　　話 

※中南信地区の活動拠点は県立こども病院内に設置 

自閉症・発達障害支援センター ０２６-２２７-１８１０ 長野県精神保健福祉センター内 

自閉症・発達障害支援センター 
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